


「令和７年度の事業」を終えて 

本年度は、４つの運営方針のもと、５つの重点推進事項を掲げ、各

学校から選出された所員をはじめ、研究員・専門員の皆様と共に計

画した６つの事業を推進してまいりました。各事業を滞りなく実施

することができましたのも、所員の皆様をはじめ、各学校の深いご

理解と多大なるご協力のおかげであり、心より感謝申し上げます。 

 事業の推進に当たっては、岩見沢市が目指す「主体的・対話的で深

い学び」の実現を中核に据え、学校への支援、授業改善、教職員の育

成、コミュニティ・エリアへの支援といった視点から、各事業の関連

性を意識した取組を進めてまいりました。とりわけ、「授業時数特例

校」や「研究開発学校」に関わる取組の発信や、公開研究授業への支

援、生成 AIを活用した授業分析などを通して、各校が主体的に授業

や教育課程を見直すための手がかりを共有することができました。 

 また、研究事業においては、部会研究の成果を教頭・研究担当者研

究協議会等を通して共有し、全国学力・学習状況調査の結果を授業

改善や校内研究につなげる視点を広げてきました。小中９年間を見

通した指導の在り方や、子どもの変容を見取る視点が各学校で共有

され、研究の質的向上につながってきたものと捉えています。 

 さらに、経営塾・養成塾・実践塾を中心とした研修体系により、管

理職から若手教員まで、キャリア段階に応じた人材育成を進めると

ともに、特別支援教育、不登校対応、危機管理、ICT 活用等の研修を

通して、教職員の専門性と実践力の向上を図ってまいりました。研

究指定校を核としたコミュニティ・エリアでの取組や、研修・会議の

ICT 化も進め、学校・地域と協働した学びの広がりが見られました。 

 一方で、児童生徒の学力向上は引き続き重要な課題であると受け

止めています。今後は、各種制度や研究・研修、事業が、課題解決に

より直接的に寄与するものとなるよう、エビデンスに基づいた事業

内容の充実を図り、学校現場に一層寄り添った研究所運営を進めて

まいりたいと考えております。 

 結びに、本事業報告書に掲載した取組や成果につきまして、皆様

から忌憚のないご意見・ご感想をお寄せいただければ幸いです。改

めまして、本年度の当研究所の事業に対するご支援に感謝申し上げ

るとともに、本報告書の発刊のお礼とさせていただきます。 

 

 

    令和８年２月吉日 

          岩見沢市立教育研究所長 砂 川 昌 之 
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当面する５つの「重点推進事項」について 
教育研究所の今年度の運営方針に示した５つの「重点推進事項」のうち、②「今日的な教育

課題解決に向けた授業改善への実践的研究」（部会研究）と③「三塾の充実」については、そ

れぞれ別に本報告書で記載するが、ここでは、残りの３つ①④⑤の事業の概要と成果等につい

て簡単に報告する。 

 

１ 新教育課程編成・実施に向けた各学校への支援 

授業時数特例校制度の充実に向けて、文部科学省

授業時数特例校の岩見沢小学校と研究開発学校の緑

中学校の取組の概要について所報で紹介した。 

緑中学校では、「エデュタイム」の創出により

個々の「学び直し」を行い基礎・基本の定着を図っ

た取組や、岩見沢小学校では「岩見沢型ピア・サポ

ート」の実施など、それぞれの学校における特色あ

る取組を紹介した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ コミュニティ・エリアへの支援 

コミュニティ・エリアへの支援について、今年度も、研究指定校の研究を進める中でその取

組の充実を図ってきた。 

東光中学校区内においては、道徳教育研究部会の取組の中で、テーマに沿った各校の道徳の

公開授業をそれぞれ展開しながら、公開研においてその成果を広く公開した。 

昨年度に引き続き豊中学校区・上幌向中学校区では、ICT を活用した情報活用能力の伸長を

図る授業が展開され、主体的な学びと ICT を生かした授業づくりについて、活発な研究協議

が行われた。 

また、くりさわ学舎・北村中学校区においては、くりさわ学舎の公開研に向けて中学校区を

またいで連動した取組が行われ、小・中の９カ年を見通した外国語活動における英語のカリキ

ュラムと教材の開発を行い成果を上げている。 

 

３ 研究・研修の 化の推進 

研究所が行う、研究指定校打ち合わ

せ、一部の所内会議、社会科副読本編

纂委員会等の会議において Webex 

Board によるテレビ会議とし、効率

化と積極的な活用を図った。 

また、中央の著名な講師によるライ

ブ講義などを視聴できる環境を準備

し、各学校にも参加の案内を行い、最

新の教育の動向について学ぶ機会とし

た。 
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「Ⅰ 調査」事業について 

１ 全国学力・学習状況調査結果の分析

（１）全国学力・学習状況調査 調査結果報告書（岩見沢市版）の作成

令和７年度の全国学力・学習状況調査については、4 月 17 日（木）、（中学校理科は 14

～17 日のいずれか）に市内小学校第６学年と中学校第３学年 1,010 名が参加した。 

その結果、岩見沢市の児童生徒の学力の状況は、小学校は、国語・算数・理科とも全国平

均より低く、中学校は、国語・数学は全国平均とほぼ同様、理科は全国平均より高くなって

いる。 

研究所では、今回の調査結果を受け、市内版の調査結果報告書を取りまとめた。その中

で、国語及び算数・数学、理科の調査結果から見える課題等と指導改善のポイント、全国平

均と比べて３ポイント以上差がある問題についての課題等を示した。 

また、児童生徒質問調査からは、児童生徒の学習意欲や家庭学習習慣、早寝早起き・朝食

等の基本的生活習慣、規範意識や自己有用感等を過去５年間の経年変化で捉え、傾向を把握

できるようにした。ＩＣＴの活用は全国・全道と比較して相当高い状況が継続されている。 

 

（２）「令和７年度全国学力・学習状況調査結果活用検討委員会」の開催 

今年度実施の調査結果から、本市児童生徒の学力や学習状況を把握・分析し、学習指導の

充実に資することを目的に「令和７年度全国学力・学習状況調査結果活用検討委員会」（構

成員 校長会２名、教頭会２名、主幹教諭２名、市内小・中学校の研究担当者 4 名、市教育

委員会指導室３名、教育研究所３名）を設置し、1０月８日に当教育研究所で開催した。 

協議では、「学習ルール・規律が整わないと授業改善は始まらない。対話を通した深い学

びに繋げるため岩見沢型ピア・サポートを基盤に心理的安全性の高い落ち着いた学習集団づ

くりが必要」「ゲーム、スマホの使用等、家庭での基本的生活習慣の確立に加え、ＡＩドリ

ルの活用等、自律的な学習習慣の確立が重要」「小中で統一性・一貫性のある取組が重要」

「地域、関係機関との協働も検討したい」等、現状や改善に向けての取組が議論された。 

結果を踏まえ今後、各学校が取り組むべき「岩見沢市の３つの方策」について、①「『主

体的・対話的で深い学び」の視点に立って、身に付けさせる資質・能力を明確にし、教師は

子どもとの対話を通して、『教える』べきことを教え、『考えさせる』べきことを考えさせ

る授業の展開」 ②「子どもたちの学びへの意欲を高め、将来に対する夢や希望を育むた

め、中学校区で目指す子ども像を共有した取組の推進」 ③「学力の向上と学校生活の安定

の基盤は『子どもたちの規則正しい生活』と捉え、その確立と改善に向けた啓発等の取組の

推進」が共通認識された。委員長が「教頭・研究担当者研究協議会」で説明し、市内各校で

共有された。 

 

２ 全国体力・運動能力、運動習慣等調査の分析 

今年度も毎年、文部科学省が４月から 7 月末の期間に小学校、義務教育学校前期課程及び特

別支援学校小学部の 5 年生、中学校、義務教育学校後期課程、中等教育学校前期課程及び特別

支援学校中学部の 2 年生の全児童生徒を対象として実施している全国体力・運動能力、運動習

慣等調査に参加した。 

令和６年度は、体力合計点では、小学校は男女ともに全国平均とほぼ同様、中学校は男女と

も全国・全道平均より低い。種目別では、小学校 8 種目中、男子で５種目、女子が 4 種目で全

国平均を上回った。中学校では、男女ともに全９種目において全国平均を下回った。また、1

週間の総運動時間は全国と比べ、小学校の男女ともに全国平均を上回っているが、中学校は男

女とも下回るといった調査結果であった。 

今年度も昨年度同様、岩見沢市の児童生徒の体力等の状況について分析を行い、3 月に「調

査結果報告書」で詳細を示す予定である。 

その結果を踏まえ、各学校が取組むべき方策などについて報告書で示していく。 



- 7 - 

３ デジタル社会科副読本「いわみざわ」の改定 

令和５年８月から供用され、各小学校で利用されているデジタル社会科副読本「いわみざ

わ」に関して、各小学校の担当者等からなる編纂委員会を組織し、実際の改定作業や「D－い

わみざわ授業活用研修会」など、その他普及啓発に関わる取組を推進した。 

 

（１）第 1 回小学校社会科副読本「いわみざわ」の改訂等に係る編纂委員会   

①実施月日 令和７年７月１８日（金） 

②内容 

・委嘱状交付 

・教育長挨拶 

・説明 

本編纂委員会について 

昨年度の編纂委員会の活動について 

今年度の編纂委員会の活動について 

Ｄ－いわみざわ授業活用研修会について 

第２回編纂委員会の予定について 

 

（２）D－いわみざわ授業活用研修会 

①実施月日 令和７年１０月３０日（木） 

②内容 

岩見沢市立岩見沢小学校において、第４学年の授

業公開と協議を行った。 

授業においては、社会科「ごみのしょりと利用」

の様子が公開された。 

子どもたちはデジタル教科書を活用し、写真や資

料を読み取りながら、「ごみはどのように分けられ

ているのだろうか」という課題を自分たちで設定

し、話し合いを通して考えを深めていた。 

その後に行われた研究協議においては、デジタル

版の副読本活用の効果と意義について熱心に協議が

され、デジタル版の副読本の効果的な活用によって

子どもの探究的な学びを促す授業づくりの可能性に

ついて理解を深めていた。 

 

（３）第２回小学校社会科副読本「いわみざわ」の改訂等に係る編纂委員会（リモート開催） 

①実施月日 令和７年１２月１０日（水） 

②内容 

・「令和８年度に向けて修正等が必要と考えられる

箇所（副読本、指導計画評価規準暫定版）」につい

て、データの差し替え、最新データに基づく文章

の修正 

・今後の普及啓発について 
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「教科等」研究部会 

1 部会テーマ 

「仲間の声を受けとめ、考えを深める子どもの育成」～声がつながる授業の創造を通して～ 

2 研究目的 

現代社会は、生成 AI をはじめとするデジタル技術が飛躍的に発展し、学校教育には子ども一

人一人が自らの人生を舵取りする力を身につけ、持続可能な社会の創り手となるための資質・

能力を育成することが急務として求められている。中教審教育課程企画特別部会によると、探

究的な学びに取り組む児童生徒は「課題の解決に向けて、自分で考え自分から取り組んでい

る」などの割合が高く、探究的な態度こそが未来を生き抜く基盤であることが示されている。

しかしながら、不登校児童生徒数の過去最多更新や教師の長時間勤務・教師不足など、課題が

複雑化・困難化しており、今後の改訂を見据えた学習指導要領の趣旨を着実に実現する上で、

喫緊の課題となっている。 

このような状況を踏まえ、子どもたちが自立的に学び未来を切り拓く力を育むため、そして

限られたリソースの中で質の高い学びを実現するため、子どもたちの「声（言葉）」に焦点を

当て、教室で交わされる子どもの言葉が思考を形成し、やがて子どもの人生をつくる土台にな

るという仮説のもと、教師の指導性、子どもの活動、そして評価・振り返りのプロセスを「言

葉の変容」という視点で連動させる授業創造を実践的に追究することが重要である。 
 本研究における「考えを深める」とは、子どもが自己の学びにおいて、考えが言葉として表

出され、その言葉が多面的に変化し、自ら新たな概念を獲得したり形成したりする姿のことで

あり、「声がつながる授業の創造」とは、様々な教室で授業を通して子どもが考えを深めるた

めの教師の働きかけを探究し、子どもの変容を見とり指導を改善し続けることを目指すもので

ある。 

3 テーマを具現化するための研究の視点 

（１）学習規律（２）学習事項（３）交流（４）教師の発話（５）振り返り 

４ 研究年次 

令和６年度から令和７年度（2 年次研究の２年目） 

５ 研究実践の具体 

（１）研究の全体計画 

  本研究においては、部会内で共通理解を図った５つの研究の視点と研究仮説をもとに、それ

ぞれの部員が主となって深めた実践を基盤として研究をすすめることとする。 

研究の視点 部員 研究仮説 

学習規律 髙橋 学習規律を「守る」だけでなく、「決める」ことは自己規律の育成につながる。 

学習事項 坂下 学習事項から単元を見通すことは、主体的・対話的で確かな学びにつながる。 

交流 西亦 明確な意図を持って交流することは、学びへの意欲を高め、自己決定を促すこ

とにつながる。 

教師の発話 堂前 教師の指示・発問・説明を明確にすることは、生徒が安心して発言し、自己の

考えを深めることにつながる。 

振り返り 伊丹 他者の意見を取り入れた振り返り活動は、新たな気づきと自己調整力の育成に

つながる。 

（２） 研究実践と検証 

① 学習規律 

ア 研究の意義と仮説 

「学習規律を『守る』だけでなく、『決める』ことは自己規律の育成につながる」 

 学習規律は、子どもたちが安心して学びに向かい、互いの考えを尊重しながら学習を
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深めていくための重要な基盤である。これまで、一定の学習規律を共通理解として示す

ことで、学びの場が成立してきた。しかし、学習の形態や子どもたちの実態が多様化す

る中で、固定された学習規律だけでは、一人一人の学びを十分に支えることが難しくな

っている。これから求められるのは、学びの本質に迫るために機能する、柔軟な学習規

律である。そのためには、子ども自身が学びに必要な規律を考え、自らの行動を調整す

る力を身に付けていくことが重要となる。教師が一方的に定めるのではなく、必要な学

習規律を子どもたちと共に決め、実行していくことで、主体的に学び続ける力が育まれ

ていくとの仮説を立て実践した。 

イ 自己規律育成までの段階的指導 

本研究では、自己規律の育成を目指して次の５段階からなるサイクルを実践した。 

１．教師が最低限の学習規律を示す（目的・目標・方法）。 

２．学習規律を守ることで生まれる変容を価値づける（語り・通信・写真）。 

３．変容プロセスを振り返り、自分たちで規律を考える（学級活動）。 

４．学習規律を守ることで生まれる変容を自分たちで価値づける（変容の可視化）。 

５．学習規律を決めるサイクルは、一人一人の自己規律を育む。 

ウ 「家庭学習ノート」導入と「自己調整力」の育成 

  学習者として自立する子どもの姿を目指して家庭学習の取組を導入した。これは、子

どもが学習内容を選択・決定する、主体的に学ぶ一歩目を踏み出すことを意図している。

「学ぶは真似ぶ」を具現化するために導入した家庭学習交換ノートは、友達の学習方法

を真似する活動を通じて、アイデアがない時の参考にしたり、字を丁寧に書く動機にな

ったりする効果を生み出した。 

２学期には「学習規律を『守る』から『決める』」という段階に進むため、家庭学習の

約束について子どもたち自身で話し合いを行った。その結果、「できる人は２ページやっ

てくる」といった少し背伸びをするめあてが子どもの声から生まれ、翌日には実際に家

庭学習の量を増やす児童が見られた。これは、自ら学びの変容プロセスを振り返り、自

己調整力を発揮し始めた萌芽と捉えられる。子どもからは「家庭学習だと、４教科を選

んで勉強できる」、「自分に合わせて苦手な勉強ができる」 という自己決定ができること

を評価する声が聞かれた。また、頑張る理由として「先生のコメントが嬉しいから頑張

れる」という意見も挙げられ、教師の価値づけが習慣に繋がり、やがては文化に昇華さ

れることも示唆された。 

学級活動では、子どもが司会や記録役を務め、意見の拡散・収束・

決定プロセスに取り組んでいる。特に「決定」する場面は難航する

が、この経験によって子ども自身が「決めることは難しい」という

認識をもつことは、人生の舵取りをするための一歩目になるはずで

ある。 

ある日の帰りの会で、「みんなやればできるから、やってほしい」という子ども自身の

願う学級像に基づく「ふりかえり」が定番化した。これは、担任の意図とは別に、子ど

もの姿から自発的に規律が誕生した瞬間であり、自己規律の芽生えとも言える。子ども

とともに学習規律を創る教師の構えは、子どもの自己規律を育む礎となる。 

② 学習事項 

ア 研究の意義と仮説 

「学習事項から単元を見通すことは、主体的・対話的で深い学びにつながる」 

 子どもは、学習を通して新しい知識や概念を獲得していく。その学びを深く確かなも

のにするには、子どもたちが主体的に学習できる環境を整えることが重要だと考える。

これまで私たちが単元で教えるべき内容を整理してきた「指導事項」を「学習事項」と

して捉え直し、単元のゴールを子どもと共有することで主体的に学習に取り組めると仮

説を立てて実践を行った。 

イ 見通しをもつための学習事項 

 単元導入時に学習事項や単元計画を共有し、子どもが学習を俯瞰的に見られるように
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した。これにより「先生、今日の〇〇は何をするんですか？」と受身であった子どもた

ちが、学習内容・活動に見通しをもって臨めるようになった。 

 さらに、ICT を活用して自分の考

えをまとめて交流する場を設定し

た。例えば、調べたことをスプレッ

ドシートに書き込むことで「誰が何

を調べているのか」をリアルタイム

で把握することができ、互いの状況

を把握した状態で交流を始められ

るため、共通点や相違点を見出すた

めの時間を十分にとることができるようになった。 

 学習事項を見出せば、必然的に単元の評価規準が定まる。その評価規準を共有するこ

とで、子どもは学びを前に進めるための指標をもつことができる。共有のタイミングを

単元のどの段階にするかは、その単元の特性と照らして決めることが重要である。 

ウ 目指す姿とツール 

「調べる」「まとめる」「振り返る」といった学習場面において、学習事項を意識しな

がら学んだことを表現している姿が見られた。児童の作成物からは、言葉の意味を捉え

て定義づけしたり、課題とのつながりを読み解いたりしている内容が見られた。さらに、

初めは教師が提示して共有していた学習事項に、子どもの手が加わるような場面もあっ

た。教科書を読んで、必要だと感じた事柄を自身の単元計画の項目に追加していたので

ある。まさしく子どもが主体的に学習に向かい始めたと捉えることができる。 

一方、スプレッドシートなど ICT ツールの操作に不慣れな場合、学習の本質までたど

り着けないことがある。先のねらいにたどり着くためには、ツールを使うための練習が

必要な段階もある。単元を見通して学習事項を捉えるように、ICT ツールの活用をはじ

めとした学習スキルについても教師が俯瞰的に捉えなければならない。 

③ 交流 

ア 研究の意義と仮説 

「明確な意図を持った交流は、学びへの学習意欲を高め、自己決定を促すことにつながる」 

 授業では本時の目標を達成するため様々な学習活動が行われるが、「何のために行うの

か」、「何がゴールなのか」が明確でなければ、授業は子どもの学びに繋がらない。本研

究では、学習活動の中核である交流に目を付けて実践を進めた。 

イ 意図的な交流 

交流場面の前に目的と方法を確かめるようにした。学習課題を解決するために行う交

流の主なねらいは「理解を深める」「視点を広げる」の２点が重要である。 

具体例としては、５年理科「天気の変化」において、資料をもとに、変化にどんなきま

りがあるかを見つけるための話し合いを行った。また、

６年理科「てこ」の導入では、同じてこでも使い方によ

って手ごたえが全く違うことを実感するための、実際

に重いものを持ち上げる活動を取り入れた。このよう

な意図を明確にした交流とすることで学習活動に目的

意識をもつことができる。 

ウ 学習の焦点化 

学習活動の意図を明確に共有することで、子どもは

迷いなく学習に取り組むことができていた。これにより学習活動が焦点化されたり、活

動前後で自己決定したりするようになった。さらに、実験や観察などで発生する自然な

交流場面でも「何のためにするのか」「何をするのか」という目的と方法を自ら考え関わ

る姿が見られるようになった。漠然とした活動が焦点の合った学習活動へ進化し、子ど

もの主体的・対話的な学びを生み出していく。このような学習の繰り返しは学びを深め

ていくために重要であると確認できた。 
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アンケートによると、 

    〇話し合いが好き ８６％ 〇話し合いは役に立つ ９６％ 

    〇意図を明確にすることでやる気になった ９１％ 

    〇授業の最初に「何のために学ぶのか」「このあと何をするのか」がはっきりすると自分

のやるべきことがわかり、学びやすくなる。 

    〇「わからない問題があっても、話し合いによって理解が深まり、意図を持って学ぶこ

との大切さを実感できる」など、その効果を子どもが実感していることがわかった。 

一方、意図を明確にしても自分の考えを持つことが難しい子どももいることや、ま

た、話し合い場面が盛り上がることにより、話がそれてしまい、交流の意図が曖昧に

なっていくことも見受けられた。目的や方法が一過性のものであれば、学びは積みあ

がっていかない。交流の意図を明確にするだけでなく、より良い指導と評価を継続し

て探究していくことが重要であり、交流による成果だけでなく課題も共有し、より良

い学習方法を子どもと共に創り出していく姿勢も必要となる。 

④ 教師の発話 

ア 研究の意義と仮説 

「教師の指示・発問・説明を明確にすることは、子どもが安心して発言し、自己の考えを深めることにつながる」 

 教師の発話は、子どもの理解を支え、安心して学ぶための土台となる。自身の授業を

振り返ると、学習のねらいが十分に共有されないまま活動に入り、子どもが何をどのよ

うに行えばいいかを判断できず、対話が停滞することもあった。そこで、教師の発話を

「指示・発問・説明」の３つの視点から見直すことで、学習における子どもの迷いや不

安を減らし、考えを深める学習に繋がると考え、仮説をもとに実践した。 

イ 思考の視覚化 

 授業音声を録音し、NotebookLM を使って文字起こし・分析を行った。分析は、授業

中の子どもの迷いや対話の停滞と教師の発話の関連を整理する目的で行い、「目的の不

明確さ」「思考の焦点の曖昧さ」「一方的な説明」を課題と結論付けた。AI とのやりと

りをもとに改善前（Before）と改善後（After）を次の表に整理した。 

視点 Before 課題 After 変化 

発問 「英語で何

て言う？」 

「この答え

は？」 

答えを待つ姿勢になり、

ペアやグループのやり

取りが短時間で終わる。 

「どうしてそ

の 形 に な る

の？」 

「どちらの方

が伝わりやす

い？」 

正答を問う発問に加えて理

由や選択、比較を促す問い

を増やすと、対話が一往復

で終わらず、自分の考えを

調整するようになった。 

指示 「ペアで考

えます。」 

「ワークシ

ートをやっ

てください」 

活動の目的が理解でき

ず、教科書を見たまま止

まったり、周囲をうかが

ったりする様子が見ら

れる。 

「考え違いを

ペアで探しま

す。」 

「単語を２つ

以上使ってワ

ークシートに

書きます。」 

手順の提示に加え、活動の

目的と焦点を明示して指示

をすると、すぐに活動する

子どもが増えた。 

説明 板書してそ

のまま演習

に入る 

理解のずれや誤用があ

っても個人のつまずき

として埋もれていた。 

誤用を取り上

げ「なぜこの形

ではいけない

の？」と子ども

に問い返した。 

理解のずれや誤用が表面化

され、理由を説明し合いな

がら修正する姿が見られる

ようになった。 

ウ 新たな発話へ 

 Before・After から、教師の発話によって子どもの思考が見えてきた。 

 発問は、理由や別解を問うことで、子どもが他者の考えをもとに自分の考えを修正す

るようになる機能があると確認できた。やらされている活動ではなく「なぜ？」を頭に
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持って学習することは、主体的な学びの一丁目一番地である。指示は、単なる号令では

なく、活動の目的を添えて伝えれば一段と活発になることが明確になった。これまで停

滞していると捉えていた子どもの姿は、困り感の表れだったのかもしれないと捉えると、

説明は、一方的に終えずに理解度を確かめる必要がある。たとえ考えが間違っていたと

しても、その間違いが共有され、修正していく過程が学びを深いものにする。 

 発問・指示・説明はそれぞれ独立したものではなく、場面に応じて組み合わせて発す

ることで、子どもが迷わずに学習することができていた。しかし、教師の発話だけに着

眼して授業改善を行えば良いというわけではなく、これらを組み合わせても、学習課題

によっては子どもの対話が広がっていかない場合もある。さらに、子どもの迷いがなく

なったことは、子どもの思考が深まることと必ずしも同義ではない。 

 これからは、子どもの姿を見取ることに加えて「今の説明で意味がわかる？」「比べ

て考えたことで何が変わった？」など、子どもに聞き取るための教師の発話を考えてい

きたいと考えている。 

⑤ 振り返り 

ア 研究の意義と仮説 

「他者の意見を取り入れた振り返り活動は、新たな気づきと自己調整力の育成につながる」 

 家庭学習を進められない子どもは、「何から手を付けてよいのかわからない」と悩むこ

とが多い。この実態をもとに授業を振り返る場面を設定し、自己調整力を育むことを通

して、進んで学習に取り組めるようにしたいと考えた。さらに、他者との交流を通して

メタ認知を深め、新たな気づきが生まれる学習プロセスの創造を目指す。 

イ 自己調整力育成に向けた指導工夫 
 「評価＜学習内容の定着」を目的としてロイロノートを活用したテストを定期的に実

施している。同じテストを２回実施し、１回目は内容理解のため、２回目は評価のため

とねらいを分けている。その上で、単元ごとに紙ベースのテストを実施して学習したこ

とがどの程度定着しているかを確かめ、学習の成果と課題を還流している。 

 授業の課題解決時においては、評価規準を示すことで、課題解決の見通しを持ちやす

くする。実験の考察を記入する場面では評価規準を参考にした後、さらに提示した評価

の観点をもとに自分の記述を分析する活動を通して、メタ認知が可能になると考える。 

 このような指導工夫を土台として、学習の終末場面で行

う振り返り活動がより良いものになるように「振り返りシ

ート」を作成した。子どもの実態に応じながら形式の修正を

繰り返し、記述内容を以下の３点に整理した。 

・授業ごとの課題に沿った内容を自分の言葉でまとめる。 

・学んだことを具体的に記述し、内容理解についての成果と

課題を振り返る。 

・課題解決の際にどのような手段で解決したか、その手段が

適切かを判断する。 

ウ 不易と流行 

ロイロノートによるテストは基礎知識の定着を目指している。始めた頃は１５点満点

中１０点未満の子どもが多数であったが、繰り返すことで成長を実感した子どもは、短

時間でも復習できることの良さに気付き、学び方を調整するように変わっていった。た

だし、その後に実施する単元テストとの相関から、一時的な記憶に留まっている子ども

も見られる。単元レベルではもちろん、学びをもっと大きく捉えてデザインしていかな

ければならない。 

評価規準を活用した課題解決と振り返りでは、どのような記述が自身の学習をより良

くしていくかを確かめる子どもの姿が見られた。一方、実態をもとにより良い学びの形

を切り開いていくための足場となる支援を考えていかなければならない。振り返りシー

トはＡＩを活用することで、効率よく一人一人の変容を見取ることができた。 

当たり前に行ってきたテスト・交流・振り返りの意義や効果に目を向けることで、あ
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らためて学習活動のねらいを意識することができた。新たな教育手法を探究することは

重要であるが、それは新しいものを生み出すことばかりではなく、これまで取り組んで

きた学習活動を見つめ直し、子どもの現在地に目を向けることは私たち教師が変わらず

持ち続けるべきであると考える。 

 ６ 研究主体校・協力校との連動 

 部会でのこれらの話し合いをもとに南小と光陵中で公開授業を実施し、それぞれの教室で子

どもが仲間の声に耳を傾け学習に臨む姿が確認された。詳細は、１月に実施される教頭・研究

担当者会議で報告している。 

７ 成果と課題 

（１）成果 論点整理との方角的一致 

本研究では「声（言葉）」を核とした授業作りを通して「仲間の声を受けとめ、考える子ど

もの育成」を目指してきた。これは「主体的・対話的で深い学び」を各教科・各教室レベル

の言葉で捉えなおしたものであり、目指す本質は同じである。 

教育課程企画特別部会から示された「論点整理」において、「主体的・対話的で深い学びの

実現」を通した目指す子ども像は「自らの人生を舵取りする力と民主的で持続可能な社会の

創り手」であると表現されている。中でも、各教科等の項では「生きて働く確かな知識の習

得」「自分の意見を表現する活動の充実」「家庭学習の内容を自律的に決められるような段階

的指導」と、本部会が実践的に研究をしてきた視点と一致する記述が見られる。これは、岩

見沢市が進める教育活動の方向性は文部科学省が求める学びの在り方と方向を同じくするこ

との証明である。論点整理は続けて「言葉を用いて思考を深めていく指導」の必要性を提言

し、まさしく「声がつながる授業の創造」は現場も行政も向き合って考えていく価値のある

提案であると確信している。 

各教科・各教室で見られた子どもの変容こそが、私たちが目指してきた研究のゴールであ

ると同時に、それぞれのスタートとなった。「仲間の声を受けとめ考える子どもの育成」を各

学校の実態と照応し、「考えは言葉によってつくられる」原則を教師間で共有することを授業

デザインの出発点としていきたい。 

（２）課題  

  本研究は「学習規律」「学習の見通し」「交流」「教師の発話」「振り返り」の５つの要素が

相互に連携することで「声がつながる授業」を創造する仕組みを検証した。この連携により

子どもが安心して自己表現し、他者の声を受けとめ、それを通じて自らの考えを深めるとい

う主体的・対話的で深い学びの実現に向けた実践的知見を得ることができた。しかしながら、

これらの成果は各教科指導・教室における一例であり、誰でもどこでも再現できるものでは

ない。アンケート等で一定の成果を表すこともできそうであるが、一側面でしかないとも考

えられる。 

  このような研究成果を踏まえると、本研究の課題は、デジタル技術を活用すれば自動的に

子どもの学びが豊かになったり、教師の業務が簡素化されたりするという発想に立つもので

はない。むしろ、これまで蓄積されてきた教育実践を改めて見直し、その価値や課題を問い

直すことを重視するものである。そのためには、これからの社会で求められる資質・能力と

は何か、それを育成するためにどのような学びが必要なのかを明らかにするとともに、児童

生徒観や授業観を問い直すことが欠かせない。なにより、教師一人一人がこれまでの自己の

実践を拠り所に思考し、指導観や研修観の転換を図っていくことが重要であり、本研究は、

そうした変容を支え、実践の質を高めていくための研究内容となることを目指している。 

８ 担 当 

  部長：髙橋  周（南小学校） 

  部員：坂下 邦子（志文小学校）  西亦 直明（日の出小学校） 

     堂前 勇太（光陵中学校）  伊丹  暁（明成中学校）
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１ 部会テーマ 

「郷土に愛着と誇りを持ち、自立した人間として他者と共によりよく生きようとする基盤と

なる授業づくりと子どもの育成」 

２ 研究目的 

ふるさとのよさを基盤に他者と共によりよく生きようとする子どもを育てる道徳の授業を構

築する。 

３ テーマを具現化するための研究の視点 

（１）ふるさとのよさを実感し、そこで暮らし、成長しているという思いを抱かせる教材の開発と

教科等との関連 

（２）多様な感じ方や考え方に触れ、葛藤や共感・共有等を通して自己を確立できる指導の工夫改

善 

（３）子どもの変容を見取る評価の在り方 

４ 研究年次 

令和６年度～令和７年度（２年研究の２年次） 

５ 研究実践の具体 

今年度より、部会テーマを変更して設定している。令和７年度の岩見沢市の教育方針「子ど

もが煌めく」教育の実現に向けて、教育研究所においても今日的な教育課題解決に向けた実践

的な研究を推進しており、その具体例の１つである「ふるさとを愛し、地域社会に貢献できる

子」の育成を目指し、本部会で研究を進めてきた。 

子どもたちが郷土の誇りや愛着を育むには、郷土の伝統や文化を理解し尊重するだけでなく、

それらを受け継ぎ、守ってきた人々の思いにも目を向けることが大切である。ここでいう「伝統」

とは、長い年月をかけ、世代を超えて受け継がれてきた生活様式や行事、考え方を指し、「文化」

とは、人々が生活の中で生み出し、共有し、発展させてきた芸術・習慣・価値観などの広い営み

を意味する。本研究では、これらに込められた人々の思いを大切にすることを通じて、教材開発

及び授業実践を行ってきた。 

 

（１） ふるさとのよさを実感し、そこで暮らし、成長しているという思いを抱かせる教材の開発と

教科等との関連 

① 読み物教材を中心とした教材と道徳的価値への迫り方の工夫 

自分たちで教材を開発するにあたり、まずは郷土愛に関わる道徳的価値にせまる定番の授

業スタイルを確立する必要があると考えた。そこで、講師による誰もが取り組みやすい読み

物教材を中心とした授業を行い、郷土愛の道徳の授業の在り方を学ぶことにした。 

7 月９日、東光中学校にて「祭りの夜に」（東京書籍２年道徳）を扱った研究授業を山﨑慶

子教諭が行った。授業の中で、生徒は対話を重ねながら、自分たちの住む街のよさや価値の

あるもの（特産物や建築物、祭りなど）を思い浮かべ、岩見沢のよさを認識できた。また、

授業の終末に岩見沢の PR 動画を視聴し、岩見沢のよさをしっとりと心に残すことができた。

課題として、岩見沢固有の体験や祭りの教材化が挙げられた。 

また、同日、苫小牧市教育委員会教育部参事 東峰秀樹先生を講師にお招きし、「地域の宝」

（光村図書１年道徳）を用いた示範授業を実施していただいた。導入で、事前アンケートか

らわかった郷土に対する生徒の思いに触れながら、よりレベルアップした地域との関わり方

を主体的に考える授業展開が行われた。読み物の内容は、アコースティックバンド BEGIN

の楽曲「島人ぬ宝」の歌詞で、実際に音楽を聴きながら、歌詞に込められた「伝統や文化」
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に関わるキーワードを抜き出していった。そこから、岩

見沢の地域の宝に着目させ、生徒が自分事として、地域

の人々とのつながりや思いに気づいていく展開で、生徒

の笑顔があふれ、岩見沢に生まれ育ったことを誇れるよ

うな授業となった。その後の講演では、「教師の意図を

明確にした授業構想がよい授業づくりの基礎であり、教

師の指導観が大切である」と東峰先生からご示唆をいた

だき、郷土愛を育む道徳の授業の在り方について学ぶこ

とができた。 

② ふるさとのよさを実感できるような地域に根差した教材の開発と教科等の関連 

読み物教材は手軽に取り組みやすい反面が、ふるさとのよさを実感できるような地域の素

材を活用した教材を開発する必要があることを再確認できた。岐阜聖徳学園大学山田貞二教

授から「地域素材を道徳の教材として扱う際に、内容が社会科や総合的な学習、学級活動に

ならないよう価値に迫る視点が必要である」との助言を得た。成功するポイントは、教材と

するものに関わってきた人がどのような「思い」を大切にしようと思ったのかに着目するこ

とが示された。 

ア 通学路の川にかかる「なかよし橋」の教材化 

９月１０日、東小学校にて、齊藤久子教諭によ

る研究授業を行った。題材は、学校の前を流れる

利根別川にかかる屋根付きの「なかよし橋」であ

る。この橋は、屋根付きで独特の形状をしており、

通学路となっているため、児童にとても親しみが

ある橋である。 

齊藤教諭は、橋の建設に関わった当時の PTA会

長である武部さんがＳＮＳで「なかよし橋」の紹

介をしていることを知り、武部さんへのインタビ

ューを行い、地域の人々の児童の安全を願って橋

を整備した思いに焦点を当てた授業を展開した。

児童は、身近な教材に強い関心を示し、毎日利用

する橋の名前の由来や建築当時の地域の人たちの

願いを想像しながら、より主体的に授業に参加し

ていた。また、登下校で利用する橋に、これまで以

上に愛着と誇りを持つ様子が見られた。  

本授業は、地域素材を教材として活用する、有

効性を示すモデル授業となった。 

イ 岩見沢ゆかりのグラフィックデザイナー「栗谷

川健一」氏の教材化と教科等の関連 

１２月９日、岩見沢小学校にて、同校出身であ

る栗谷川健一氏を題材とし、馬場亜寿美教諭によ

る提案授業（指導案作成者 茂古沼佳奈教諭）を

行った。 

栗谷川氏は、明治４４年に岩見沢で生まれ、当

時の岩見沢尋常小学校（現在の岩見沢小学校）へ

入学。絵かきになろうと思ったのは、４年生のと

きで、師範を出たばかりの安部幸平先生に写生の

面白さを教わり、夢中になったという。 

岩見沢小学校は、現在の校舎に建て替えられた

際、栗谷川氏の版画作品を各教室の廊下に１作品

ずつを展示し、まるで美術館の中で授業が行われ

るようなつくりになっている。 



- 16 - 

同校では、昨年度より、栗谷川健一氏を学ぶ授業「栗谷川学」を総合的な学習の時間を

中心に実施しており、児童は、修学旅行中に札幌市内に展示されている栗谷川氏の作品を

観たり、札幌在住のお孫さんである上野さんと交流したりするなど、栗谷川氏についての

学習内容を深めてきている。 

提案授業では、お孫さんである上野さんにインタビューを行い、栗谷川氏の作品に込め

た思いや上野さんが祖父の作品を生涯かけて残していく決意を語った動画を視聴した。そ

して、中心発問には「栗谷川さんだったら岩見沢のどこを描くだろう」という問いを立て

た。児童たちは、栗谷川氏が作品に込めた思いを想像しながら、岩見沢の魅力について理

由と共に考えることができた。また、自分たちが地域にできることは何かを真剣に考え、

多様な考えを深めた。課題として、郷土や作品への思いを自分事として捉えることは難易

度が高かった点や多様な納得解をどのように見取り、評価していくのかが挙げられた。 

この道徳の授業は、前述のように、総合的な学習の時間と関連しており、教科等横断的

に実践することができた。 

（２）多様な感じ方や考え方に触れ、葛藤や共感・共有等を通して自己を確立できる指導の工夫改善 

郷土愛に関わる道徳的価値において、多様な感じ方や考え方に触れ、葛藤や共感を通して多

くの対話を重ねながら他者理解を深め、自分の考えを形成する授業展開を目指してきた。 

① 自分事としてとらえる発問の工夫 

 

 

 

 

 

 

 

（※山田教授の講義資料から） 

 

 

郷土愛で偉人や感動教材を扱った資料では、中心発問や深化発問に工夫が必要となる。 

ア 中心発問 →主人公を中心に   

「すごさ」「苦悩」を分析するような発問を繰り返すことで価値理解を深めることが有

効である。 

発問例としては、 

★この感動はどこから生まれてくるものだろうか。 

★なぜ、この場面で感動を覚える（すごい）のだろうか。 

★主人公のこの行動のどこに感動があるのだろうか。 

イ 深化発問 → 自分自身を中心に、主人公と自分自身の比較をする。（人間理解） 

今までの自分の考え方との相違点（ズレ）を見つけた時こそが成長のチャンスである。

深化発問では、このズレが児童生徒の中に現れたとき、心の揺さぶりになる。 

山田教授の読み物資料「伝えるということ」（教育出版中学 2 年道徳）を用いた示範授

業では、中心発問で主人公の「すごさ」を分析したのち、児童生徒への事前アンケートの

結果から、地域の文化についてあまり興味のない自分たちの実態があらわになった。「郷土

に対する思いを主人公が１００％だとすると、自分たちは何％だと思うのか」と心の揺さ

ぶりをかけた問いとなった。児童生徒は、上辺だけの意見交換ではなく、本音も多く見ら

れ、深く踏み込んだ授業展開となった。さらに、中学校では「どうしたら主人公のように

なれるのか」という解決を図る発問も出され、自分事として考えることができていた。 

②「対話」を活発にする工夫について 

 道徳の授業は、「対話」や「議論」することがベースとなる。対話的な学びには、①子ども

同士の協同、②授業者との対話、③先哲の考え方を手掛かりに考える等を通じ、自己の考え

を広げ深めることの実現が求められる。そのためには、学級経営の土台ができていることが

前提となり、相手の話を聴く（傾聴）ことは重要なスキルとなる。 
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ア 学級の座席配置 

教室での座席配置は、「コの字型」での指導が有効で

ある。岩見沢小学校の提案授業は、「コの字型」で児童

がペアやグループで話しやすい隊形で行った。また、

山田教授の示範授業でも、小中学校どちらの場合も、

子どもたちは隣の机同士を必ず付けていた。教師の通

路を Tの字で空け、２列で座わることで、子どもは、

お互いに顔が見え、隣との距離も近いため、対話しや

すい雰囲気が生まれていた。 

この座席は、ペアだけではなく、グループも作りやすいことから、子どもが主体的に活

動しやすい場作りとなる。また、子どもと教師の間も、通路以外の距離を取り払うことで、

議論しやすく、教師が自分に向かって問いかけているような気持ちになる効果も生まれて

いるようだった。 

イ ペア、グループでの対話 

前述の通り、「コの字型」からペアやグループを簡単に作り出すことができる。ペアでの

話し合いは、前後よりも、隣の人と話す方が話し合いに深まりが見られた。気軽に話し合

うにはペアがよく、話し合いをより深めたい場合（自分たちで問いをつくるなど）は、４

人のグループでの話し合いが有効である。 

ウ 全体からの考えの集約、教師の対話 

多くの子どもから考えを聞くための道具として、コミュニティーボールがある。ボール

を手にした子どもは自分の考えを発表し、次の人へと渡していく。教師が黒板に子どもの

意見をまとめるときなど、指名なしで子どもが次々と考えを述べていくので、全てのペア

や個人の意見を吸い上げたいときに有効であった。９月に行われた齊藤教諭の授業でも使

われ、短い時間で効率よく多くの考えを聞くことができた。 

エ 受容と問い返し 

子どもが安心して発言するためには、傾聴の姿勢が大切である。スキルとしては、教師

が相手の発言をオウム返しで繰り返すことが有効である。子ども同士の対話でもスキルを

身に付けさせる必要がある。また、オープンクエスチョンによる「切り返し」「問い返し」

で議論を深めていくことも有効である。 

③ 板書の工夫について 

多様な考え方の交流をさせるための支援ツールとして、板書の工夫が必要である。 

ア 時系列的な板書 

共感的に場面ごとに主人公などの気持ちや考えを問う発問をするのに適している。 

イ 構造的な板書 

・登場人物の関係を中心にした板書  

・子ども自身の考え方の違いを明確にした板書 

子どもの考えを分

類、比較、関連付けし

やすくなる。右の写真

は、山田教授の示範授

業の板書である。主人

公の素晴らしさと子

どもの自分自身の心

の弱さを比較してい

る。 

④ ＩＣＴの活用について 

多面的・多角的に考えたり、自分自身との関わりの中で考えを深めたりするなど、場面

に応じた ICT の活用を進めてきた。 

ア 心の数直線の利用 

「心の数直線」は、子どもたちの思考の振れ幅を数値によって視覚化することが可能と
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なるため、それぞれの考えを視覚的に捉えやすく、大きな効果をもたらす。  

紙でできている心情円盤も同じ役割を果たすが、「心の数直

線」はタブレットで簡単に視覚化した表示ができ、数値化され

ているので、わかりやすい。生徒の心の揺れ具合や理由を問う

と、建前ではなく本音が見える授業となる。山田教授の授業で

も、多く活用されている。 

「心の数直線」は、以下の URL からアクセスすることがで

きる。（出典：熊本市教育センター） 
URL→http://www.kumamoto-kmm.ed.jp/kyouzai/web/Heart-meter3/ 

イ スプレッドシートの利用 

事前アンケートとして、事前読みをした読み物教材の感想をスプレッドシートにまとめ

ると、全員の意見を子どもが簡単に目にすることができ、時間の短縮を図ることができる。 

ウ YouTube 動画の利用 

地域素材を教材化するため、前述の通り、インタビュー動画を作成した。山田教授から、

読み物教材だけでは子どもへ「人の思いが伝わる」ことが弱いため、簡単に検索できる動

画があると伺った。検索をかけると、ニュース番組などで取りあげられている動画が簡単

に見つかり、視覚として訴えることができ、有効であることがわかった。 

⑤ 子どもが自ら問いを考える授業 

山田教授が岩見沢小学校６年生で児童が自

ら問いを考える示範授業を行った。児童たち

は、読み物の感想を共有することで、登場人物

の横山さんの素晴らしさ（価値理解）をしっか

りと捉えていたため、自分たちで深化発問を

設定することができた。与えられた問いより

も、自分たちで生み出した問いの方が、自分事

として考えやすい。また、深化発問では、道徳

性の高い主人公へのすごさと、自分たちの関

心の少なさが対比され、なぜ主人公のように

なれないのかを考え、自分の心の中の弱さ（人

間理解）にしっかりと向き合うことができて

いた。 

（３）子どもの変容を見取る評価の在り方 

道徳科の評価は、内容項目についてどのくらい理解したかということを評価するものではな

い。道徳的諸価値について、主観的な考えから多面的・多角的に考えることができるようにな

ったか、道徳的諸価値を自分自身との関わりで深めようとしていたかといった道徳性の成長を

見取るものである。 

授業の終末で行う「振り返り」は、子どもたちの納得解が表れるところであり、本時で扱っ

た道徳的諸価値にどの程度自分事として迫ることができたかを捉える指標になる。 

①振り返りの視点 

山田教授は、示範授業の中で、振り返りを書く際の「視点」を児童生徒へ提示していた。

「新しく知ったこと」「これからの自分はどうしていこうと考えるか。」「まだモヤモヤしてい

ること（どうしたらいいか、こまっていること）」「自分の弱さ」「友達の考えからわかったこ

と」の５点である。特に、郷土愛で授業を行う場合、「まだモヤモヤしていること」や「自分

の弱さ」が出てくることが有効であると感じた。 

②振り返りの実際 

    東光中で行われた示範授業での生徒の振り返りを紹介する。 

   ・自分は岩見沢について何となく知っていると思っていたけれど、実際は文化や伝統に
ついてほぼ知らないことに気づいた。祭りやイベントに参加してみるという意見が出
たが、勇気がいるし、どこから参加したらよいか知らないから、１から学びなおす。 
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   ・伝統は地域において人をつなぐ大事な要素だと知れたけど、岩見沢の伝統というものに
ついてまだわからならないことばかりだったので、まずは自分で体験したり、知りに行く
ことが大事なのかなと思った。〇〇さんの考えがユニークで面白かった。 

 

６ 研究主体校・協力校との連動 

（１）具体的な活動 

今回研究所の道徳部会の研究主体校の３校では、東光中学校区の小中連携研修との連携を行

い、「３校をつなぐ会」の道徳部会の協力を得ながら研究を推進してきた。４月から「つなぐ会」

の道徳部会を３回行い、具体的な手立てや検証方法、公開授業の在り方等について協議を重ね、

立案、実施してきた。 

東光中学校では、7月に公開研究授業を行った際に、全職員で授業を参観、講演にも出席す

るなど研修体制を整えることができた。また、公開研究授業を行うにあたっては、部会をはじ

め協力校からも助言をいただき、校区全体での支援体制のもと、取り組むことができた。 

また、東小学校では、9月に齊藤久子教諭による研究授業を行った。部会で作成した指導案

を基に、他学級の担任がプレ授業を行い、児童の反応をみて改善するなどの協力を得た。 

12 月には岩見沢小学校での公開研究会に３校全職員が参加し、研修を実施した。講師の山

田教授には、前日に東光中３年生、東小６年生を対象とした示範授業、東光中学校区の教員を

対象とした講演会を行っていただいた。また、公開研究会当日には、公開に先立ち、岩見沢小

学校低学年、高学年の道徳の授業の参観、6年生の示範授業も行っていただいた。研究協議で

は、公開研究授業に対する助言、参加者を対象とした『うれしい！楽しい！道徳大好き～「考

え、議論する道徳」への実装～』と題する講義を行っていただいた。郷土愛の価値項目での授

業の組み立て方や多面的・多角的な考えを促す発問作り、役割演技の効果的な活用方法など幅

広く説明いただき、参加者にとって、明日からの授業改善につながる講義内容となった。 

７ 成果と課題 

（１）成 果 

○郷土愛の価値項目において、地域題材を教材化するにあたってのポイントは、伝統文化をつ

ないできた人の思いであることがわかった。そして、地域に根差した題材の教材開発が東小

に１つ、岩見沢小に１つできた。 

○総合的な学習の時間の単元の中の１時間として関連付け、組み込む道徳の授業を行うことが

できた。 

〇振り返りの視点を明示することで、子どもの道徳的成長を捉える評価方法の有効性が明確に

なった。 

（２）課 題 

●郷土愛の内容項目で授業を行う際の教材研究と発問の取り上げ方に課題がある。北海道は開

拓１５０年と歴史が浅く、地域の伝統文化を残していきたいという風土が培われづらい土地

柄もあるかもしれない。だからこそ中心発問で主人公の価値の高さ（価値理解）に十分ふれ

たあとで、深化発問では、自分の中の弱さ（人間理解）をはっきりと認識し、比較すること

で、心の揺さぶりが生まれ、郷土愛への本音が生まれ、どうしたら価値に近づけるのかを考

えることができる深い学びとなることがわかった。深化発問の作り方について、より研究を

進める必要がある。 

●作成した地域題材を岩見沢市内全体へとつなげていくことに課題を感じている。それぞれの

学校で身近な題材を、一般化するためには、検討の余地がある。 

８ 担 当  

部長：山﨑 慶子（東光中学校） 

部員：齋藤 久子（東 小学校）   茂古沼 佳奈（岩見沢小学校） 

村上 捷太（幌向小学校）   浦瀧 直人（豊 中学校） 
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１ 部会テーマ 

外国や外国語への関心をもち、積極的に英語を用いてコミュニケーションを図ろうとする、

「英語が使える岩見沢の子ども」の育成 

２ 研究目的 

（１）外国語活動および外国語科における指導方法の工夫・改善 

（２）主体的に外国語を学ぶ子どもの育成 

（小３～中３までの「学びの連続性や系統性」の整理・充実を通して） 

（３）外国語活動および外国語科における小中の連携・接続の充実 

３ テーマを具現化するための研究の視点 

（１）小３から中３までの「学びの連続性や系統性」の整理・充実 

（２）相手意識や目的意識をもった、「必然性のある言語活動」の在り方 

（３）「理解と表現」の充実をめざす ICTの活用 

４ 研究年次 

 令和 6 年度～令和 7年度（２年研究の２年次） 

５ 研究実践の具体 

（１）視点１ 小３から中３までの「学びの連続性や系統性」の整理・充実 

 ～中学校段階への学びの連続性を保障する 

中学校外国語科が、小学校段階での学びが前提とされているところから始まり、小中間のギ

ャップが指摘されていた。具体的には小学校課程での各単元で学ぶ基本的な表現（フレーズ）

を習得するためのガイドや手立ての少なさと、中学校での学習の土台とされる基本的な言い回

しに必要とされる 600〜700 語を身につけるための手立てが課題としてあげられる。 

今年度は単元ごとの「表現・フレーズ」と「意味リスト」の一覧、および、音声データの作

成、教科書巻末の単語について「書く」練習用 PDF を作成し、ロイロノートでの市内小中学

校への配布を行う。 

参照先：【ロイロノート→資料箱→北海道岩見沢市共有→ 

外国語の学習サポート→これでバッチリ！小学校英語】 

外国語活動と外国語科では活動から教科へ、目標の中心は「コミュニケーションを図る素地

となる資質・能力」から「コミュニケーションを図る基礎となる資質・能力」へ、さらに、小

学校から中学校へは、「コミュニケーションを図る基礎となる資質・能力」から、「簡単な情報

や考えを理解したり表現したりするコミュニケーションを図る資質・能力」へとつながる。小

学校３年生から外国語活動が始まり、５年

生から外国語となる現在では、各々の段階

における、緩やかで無理のない連続性を見

つけ出すことが課題となる。 

本研究では、これらの課題解決のため、

小・中学校、及び義務教育学校の教員が、

これまでの乗り入れ授業や教科担任、授業

づくりの経験を生かし、また、言語活動を

中心とした教科の特性に基づく授業を共に

創りながら「授業づくりの共通理解」へつ

ながる実践研究を行った。 
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（２）視点２ 相手意識や目的意識をもった「必然性のある言語活動」の在り方 

～各単元末でのパフォーマンス課題に加え、話すこと

（やり取り）の発展的充実をめざす（即興的な会話、ス

ピーチ、プレゼンの設定） 

本研究では、「英語が使える」ということを「即興的な

会話ができること」「スピーチなどができること」に焦点

化し、日常的に英語を使ったコミュニケーションができ

るよう「場面を設定したロールプレイ」「英語でペアワー

クやグループディスカッション」「ALT との交流」「プロ

ジェクト的な学習によるスピーチ」など、必然性のある

言語活動を設定し、目的意識や相手意識を伴ったコミュ

ニケーションを図ることとした。 

（３）視点３ 「理解と表現」の充実をめざす ICT の活用 

 ～ICT の効果的な活用による指導内容・指導方法の充実 

児童生徒が主体性をもって学習するために ICTの活用は重要である。 

特に授業においては、指導事項をスライドにしたり、言語活動を音声化したりするなど、児

童生徒が自ら学べるよう工夫している。 

また、児童がフォニックス（Phonics：文字と音の規則性を学ぶ方法）や単元でよく使う表

現を繰り返し練習するとき、あるいは英語の歌で単語や表現を身につける際にも楽しく学べる

ことから、活用されている。 

 

６ 研究主体校・協力校における連動 

（１）研究授業（協力校） 

研究協力校である北村小学校において、主に視点２にかかわり研究授業を実施した。 

北村小学校は北村中学校との小中一貫教育の取組を進めており、複数の教科で中学校教諭に

よる小学校への乗り入れ授業を実施し、指導の一貫性を図っている。 

今年度は中学校の英語科教員による乗り入れ授業、英語科時間講師による外国語及び外国語

活動、さらに英語科免許を持つ担任による外国語活動など、専門性を生かした活動や授業が展

開されている。 

また、校内研修も小中で共有されており、研究主題を「９年間を見通した“自立した学習者”

を育てる授業の創造」とし、“自立した学習者を育てる”という共通のゴールを明確に持ちつ

つ、ゴールへ向けたアプローチは教師一人一人が設定し、教科の特性や児童生徒の実態に応じ

た指導方法を探求・共有しながら授業改善を目指している。 

 

 

 

 

 

 

 

① 研究の視点 

  ア 相手意識や目的意識をもった「必然性のある言語活動」 

イ 学びの連続性や系統性の充実 

  ウ 帯時間での英会話と自己選択する個別学習の設定 

  エ 学びの地図による単元の見通しと本時のゴール、振り返りの充実 

② 授業実践から学ぶ 

ア 「必然性のある言語活動」 

・面接試験で、面接官役のＡＬＴに自分にできることを伝え、仕事へつながる擬似体験 

北村小学校 ９月２５日（木）           ・第５学年  

・授業者 教諭 横山 麻由子 

【単元】Lesson５ I can run fast            ＡＬＴ James Retting 
（教育出版 ONE WORLD Smiles５） 

【目標】できることを相手に伝えることができる。 
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・伝える内容を「名前」と「できること」の二つに厳選したシンプルな言語活動 

イ 学びの連続性や系統性の充実 

・小５〜中３の年間計画の中で重複している表現と単語を厳選した言語活動 

・中２「want to〜」の jobインタビューでのエントリーシートをもとにした言語活動 

ウ 「帯活動」と「個別学習」の設定 

・毎時間のやり取りにリアクションを加えた１往復半の自然な英会話 

（リアクションカードゲーム） 

・振り返りシートへの記入・提出、自己選択による主体的な学習時間の保障 

（ライティング〜アルファベットの大文字、自分の名前） 

エ 「学びの地図」による主体的な学び 

・単元の見通しを持ち、主体的な学びを支える手立て 

・毎時間の振り返りの積み重ねによる自己認識と意欲づけ 

 

③ 成果と課題 

授業者は小中学校の指導計画を見直し、重複

している表現を厳選したシンプルな言語活動を

組み立てている。また、毎時間行われているリ

アクションを加えた１往復半の自然な英会話と

授業終盤の帯時間でのライティングの取組は、

指定校の実践へとつながった。 

言語活動はコミュニケーションが中心のた

め、時間の中でたくさんやり取りする、テンポ

よく活動させることが課題とされた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）公開研究会（研究主体校）１０月２９日 

研究指定校である、くりさわ学舎で公開研究会を開催した。 

今年度、義務教育学校としてスタートし、「子ども一人ひとりが安心して主体的・対話的に学

べる学校づくり〜子ども理解を深め、学びの足場を組む」を研究主題に、外国語科の授業を通

して研究の成果を発表した。 

これまで「学びの文脈を意識した単元構想」と「ラーニング・マウンテン」について学び、

昨年度より、個別・発展的な学びを実現する授業実践に取り組んできた。 

本研究では、「学びの文脈」を外国語における「必然性のある言語活動」と捉え、単元のゴー

ルと本時のゴールを明確にする授業、個別・発展的な学びを実現する授業を目指した。 

① 研究の視点と実践  

ア 学びの文脈を意識した単元構想 

４年生外国語活動は相手意識、８年生外国語科は目的意識をもった「必然性のある言語

活動」を設定し、単元や本時の学習活動を構想した。 

【資料 学びの地図とふり返り】 
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イ 個別・発展的な学びの実現 

・帯時間の設定による、繰り返し学習 

授業始まりの帯時間での継続的な英会話（やり取り）により、間違ってもかまわない、

多少日本語が混じっても気にしない学習環境の中で、会話や英語の発話に慣れていく様

４年 外国語活動 授業者 佐藤 直史 ８年 外国語 授業者 西藤 秀美 

Unit７  What do you want? 

（文部科学省 Let's try 2） 

Lesson５ How to Celebrate Halloween 

（教育出版 ONE WORLD 2） 

単元のゴール 

○相手の好みのピザをつくろう！ 

単元のゴール 

①ALTのセスに日本の伝統行事について１分

30秒で紹介し１分間会話をすることがで

きる。 

②日本の伝統行事について、25語程度の英文

を正確に書くことができる。 

今日のゴール 

○ピザの材料を買いに行こう！ 

今日のゴール 

○日本文化をwhat's this クイズ＋１分間の会

話をすることができる。 

【学びの文脈を意識した単元構想」と「ラーニング・マウンテン】 
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子が見られ、研究授業で課題となっていた、対話の量を確保する、テンポよく活動する

授業が意識できた。 

４年生外国語活動では、授業開始と同時に、教師との Classroom English を使って

のやり取りから始まり、本時で使う野菜や果物を表す単語の確認をペアで行い、動画を

活用したフォニックスや表現の練習をテンポよく進めていた。 

８年生外国語では、ペアでの単語と表現の確認、２つのテーマ（１０月、北海道の冬）

による英会話帯活動を、ペアを変えながらテンポよく活動が行われた。 

 ・自己決定する個別学習の時間 

 授業の終わりの帯時間では、４年生外国語活動では「書く」課題を自分で選択して取

り組む活動、８年生外国語では、「話す」「読む」「書く」から自分に必要な学習課題を選

択して、取り組む様子を見ることができた。 

ウ 理解と表現の充実をめざす ICTの活用 

授業の始めに「学びの山（ラーニング・マウンテン）」を提示して、単元のゴールを確認

し、これまでの学びを振り返り、本時の活動への導入に使われていた。また、指示や説明

を視覚化する板書の機能、ノートやメモの替わり、単語帳や会話の材料など、タブレット

等が書庫の役割も果たしている。 

② ４年生外国語活動、８年生外国語の授業における「共通化された１単位時間の流れ」の設

定 

双方の授業において、単元のゴールと本時のゴールの確認、帯時間の扱いなど授業の主要

な流れを共通して設定し、見通しを持ち、安心して学習に臨む学習環境づくりに努めた。 

 

 

 

【今回の授業で共通化された一単位時間の流れ】 
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７ 成果と課題 

（１）成果 

視点１ 小３から中３までの「学びの連続性や系統性」の整理・充実 

 主体的に外国語を学ぶ子どもの育成を目的の一つとして研究を進めてきた。言語活動は言葉

を「聞く」ことから、「話す」、「読む」、「書く」へと段階的、螺旋的に豊かに広がる。学びの連

続性や系統性を整えること、具体例として、言語活動をスモールステップで段階を踏み、身近

な言葉の習得から始まり、自分にできることから仕事へ、そして、日本の文化を紹介するに至

るといった学びの連続性を３本の授業実践から、主体的に学ぶ姿を見ることができた。 

学びの連続性、特に小６と中１の間のギャップをどうするかが課題であり、今年度の取組の

中で、小学５・６年で身につける表現・フレーズを一覧にし、ALT の力を借り音声データ化で

きたことは成果と言える。学びの連続性は、学年間・小中校種間だけではなく、児童生徒一人

一人の中にもあり、個別学習の時間や帯時間での選択課題は、一人一人の学びの連続性を保障

する手立ての一つといえるのではないだろうか。 

 

視点２ 相手意識や目的意識をもった「必然性のある言語活動」の在り方 

 指導方法の工夫・授業改善においては、相手意識や目的意識を持った「必然性のある言語活

動」をすることで、教師の役割は「場の設定」へと変わる。子どもたちは明確なゴールがわか

り、そこに至るまでの見通しを持つことができる。 

１単位時間の授業の流れをパターン化することは、子どもたちが見通しを持ち、安心して学

習活動に取り組める環境を整えることにつながる。外国語活動・外国語に限らず、他教科でも

「必然性のある学習活動」やパターン化した授業の流れは生かせるのではないだろうか。 

 

視点３ 「理解と表現」の充実をめざす ICT の活用 

ICTは授業改善に欠かせないツールとなっている。特に外国語活動では、１時間に複数の動

画を使いながら、言葉の理解を助ける手立てとして有効であり、音声表現を身につける重要な

ツールとなっている。また、活動を促す指示や説明を表示する、基本的な表現を提示するなど、

聴覚に加え、視覚情報があることで、より学びやすくなる子どもたちもいる。 

【小・中の連携・接続について】 

今年度の外国語部会の役割の一つに、小・中の連携・接続の充実がある。北村小・中では“自

立した学習者を育てる”という共通のゴールを明確に持ち、校内研修が進められており、くり

さわ学舎では対話のある校内研修を進め、相互理解を図りながら授業改善を進めてきた。北村

小・中とくりさわ学舎に共通していることは、中学英語を経験している指導者が小学校の外国

語を担当しており、中学校までに必要な学びを見通していることが大きな強みとなっている。 

（2）課題 

 授業を通した子どもの姿から「主体的に学ぶ」「指導方法の工夫、授業改善」等について、研

究・実践し、成果は得られたが、客観的なデータをもとにした検証を行うことができなかった。 

今後は、授業後の振り返りの積み重ねや指導と評価が一体となった振り返りの充実など、学び

の見取り方についても、学んでいく必要がある。 

 研究協議の中で、子どもたちの「人間関係」や「安心して発言できる」「ほがらかさ」「学び

の足場」等、学びの場づくり、関わり方が話題になった。岩見沢市で取り組む岩見沢型ピア・

サポートの考え方に基づく授業づくりやトライ＆エラーがしやすい安全・安心な環境づくりを

行うための、情報共有と共通理解が今後ますます必要となってくる。 

８ 担 当 

部長：石川 亜紀（くりさわ学舎） 

  部員：宮本 将輝（北村小学校） 髙嶋裕美子（北村中学校）  
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１ 部会テーマ 

 「 ICT の積極的な活用を通して情報活用能力の伸長を図る授業の推進」 

 

２ 研究目的 

（１）個々の学びの実現に向けた有効な ICT の活用方法を明らかにする 
（２）情報活用能力を育むための学習活動のあり方を研究提案する 

（３）ICT を活用し、学校現場における校務を軽減する 

 

３ テーマを具現化するための研究の視点 

（１）ICT 活用による児童生徒の情報活用能力の育成（授業改善） 

（２）生成 AI 等を活用した学習活動の在り方 

（３）基礎学力の定着を目指した AI ドリル等の活用 

（４）ICT を活用した学校現場における校務の軽減 

 

４ 研究年次 

令和６年度～令和７年度（２年研究の２年次） 

 

５ 研究実践の具体 

（１）児童生徒の情報活用能力育成に向けた実態調査と育成に向けた取組 

① 実態調査に基づく課題の明確化 

昨年度実施した情報活用能力診断ツール「ジョーカツ」の結果より、研究指定校（第二

小・上幌向中）では「課題設定（問題発見）」と「整理・分析」の能力が課題であることが

判明した。受動的な学習から脱却し、自ら問いを立て情報を構造的に処理する力の育成が

急務であった。今年度は、課題の見られた能力を育成するため、昨年度からの継続した取

組として「問題発見・解決型（探究型）」の授業スタイルをさらに推進した。具体的には、

児童生徒が自ら「問い」を見つける単元デザインの工夫や、情報を整理・分析するための

「思考ツール（シンキングツール）」の活用を各教科で展開した。 

② 探究的な学びと「思考ツール」の導入 

今年度も「問題発見・解決型（探究型）」授業へ

の転換を図り、児童生徒が自ら「問い」を見つけ

る単元デザインや、情報を整理・分析するための

「思考ツール」の活用を推進した。９月には専門

家（瀬戸 SOLAN 学園副校長）を招いた研修を行

い、教員が思考ツールを思考の「スキル」として

指導できる体制を整えた。 

③ 成果と課題 

ア 成果 

思考ツールの活用により、考えを可視化・整理する場面が増加した。「問い」を重視し

たことで、学習を自分事として捉え、主体的に取り組む児童生徒の姿が見られるように

なった。 

イ 課題 

思考ツールの活用自体が目的化しないよう、思考の局面に応じて適切なツールを児童

生徒自身が選択できるレベルへの習熟が必要である。 
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（２）生成 AI 等を効果的に活用した学習活動の検証と提案 

① 学習のパートナーとしての活用深化 

昨年度の「使い方を学ぶ段階」を経て、今年度

は生成 AI を「思考のパートナー」として位置づけ

た。中学校外国語科では AI との英会話で言語活

動量を増やし、保健体育科（ダンス）では AI をコ

ーチとして活用し、共に創作する活動を行った。

保健体育科の研究授業分析では、AI との対話を通

して、生徒が「答えを教えてもらう」姿勢から「ま

ず自分でやってみる」という能動的な姿勢へ変容

したことが確認された。 

② 成果と課題 

ア 成果 

AI という「壁打ち相手」を得たことで課題解決

へのハードルが下がり、個別最適な学びや協働的な

学びが深まった。 

イ 課題 

情報の真偽を見分けるファクトチェックの習慣

化や、AI との適切な距離感を保つためのマインド

セット（情報モラル）の育成の継続が必要である。 

 

（３）AI ドリル等を活用した研究授業の実施とその姿の検証 

① 「テストパーク」によるプレテストの活用と業務改善 

第二小・上幌向中では、AI ドリル（テストパーク）を単元末の「プレテスト」として活

用した。即時採点機能を活かして直後に復習時間を設けることで、本テストの正答率が向

上した。また、教員の採点業務を５教科で約 20 時間削減し、その時間を個別指導等に充

てることができた。 

② 学習意欲への影響と「カルテ機能」の分析 

３校（第一小・北真小・緑中）のアンケート調査比較から、小学生は「ポイント」等の

ゲーミフィケーションが、中学生は「テスト対策」等の実利性が意欲の源泉となる傾向が

見られた。また、第一小における「カルテ機能」の分析では、学習プロセス（努力量）が

可視化されることで、学力低位児童においても上位層と遜色ない高い学習モチベーション

が維持されることが実証された。 

③ 成果と課題 

ア 成果 

校種による学習意欲の源泉の違い（小：ゲーム性、中：実用性）が明らかになった。ま

た、学習過程の可視化機能は、学力層に関わらず高い意欲を維持させる効果があること

が実証された。 

 

イ 課題 

校種や学習段階に応じた活用方法の整理と教員の ICT 活用を支える体制整備が必要で

ある。 
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（４）教職員の ICT 機器等の活用能力向上に向けた研修会の実施 

① 夏季・冬季研修講座の実施 

夏季研修講座では「Google Sites」による校務 DX や、「Canva」を活用した教材作成

など、実務に直結する実技研修を実施し、ICT 活用の心理的ハードルを下げた。冬季研修

講座では「生成 AI」の業務活用（授業案作成や面談日程調整など）に焦点を当て、具体的

かつ即効性のある業務効率化の手法を共有した。 

② 成果と課題 

ア 成果 

「明日から使える」実践的な内容としたことで参加者の満足度が高く、ICT 活用への心

理的ハードルを下げることにつながった。 

イ 課題 

教職員間のスキル差に対応するため、習熟度別コースの設定や OJT による継続的なサ

ポート体制の構築が求められる。 

 

６ 研究主体校・協力校との連動 

（１）公開研究会 

令和７年１１月１０日、研究指定校である岩見沢市立第二小学校・上幌向中学校において

公開研究会を開催した。「ICT の積極的な活用を通して情報活用能力の伸長を図る授業の推

進」をテーマに、以下の授業を公開した。 

① 小学校４年 社会科「自然災害からくらしを守る」 

地域防災をテーマに、デジタル社会科副読本やインターネ

ットを活用して情報を収集・分析し、啓発ポスターを作成す

る探究的な学習を展開した。 

② 小学校５年 社会科「工業生産を支える運輸と貿易」 

貿易の役割について、生成 AI を活用して不足情報を補い

ながら多角的に考察する授業を行った。 

③ 中学校１年 外国語科「Lunch in Chinatown」 

生成 AI を活用して架空の対話相手を設定し、必然性のあ

る場面の中で英語でのコミュニケーション能力を高める授

業を公開した。 

④ 講演会 

講師には鳴門教育大学の藤村裕一教授を招き、「情報教育

の捉え方とその必要性」について講演をいただいた。藤村教

授からは、ICT を単なる「便利な道具」にとどめず、「思考を

深めるための手段」として位置づける重要性について指導・

助言を得た。 

⑤ 成果と課題 

ア 成果 

ICT が単なる調べものに留まらず、自分の考えを整理・表現し（思考・表現）、即座に

仲間と共有する（情報共有）ための効果的なツールとして意図的に活用され、学びの活

性化と深化に繋がった。 

イ 課題 

ICT の活用が目的化しないよう常に授業のねらいに立ち返る必要と、操作スキルの個

人差が学びの障壁とならないような支援の在り方が挙げられる。さらに、今後は「１人

１台」に留まらず、協働的な学びを促進するための新たな活用法を探究していくことが

期待される。 
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７ 成果と課題 

（１） 成果 

① 「思考ツール」と「問い」による情報活用能力の育成 

実態調査で課題となっていた「課題設定」と「整理・分析」の能力を育成するため、探

究的な学習過程において「思考ツール」を効果的に導入した。思考ツールを単なる作業用

紙ではなく、思考を可視化・構造化するための「武器」として位置づけたことで、児童生

徒が自ら情報を整理し、新たな「問い」を見いだす姿が増加した。これは、本部会が目指

す「ICT の活用を通した情報活用能力の伸長」を具現化するものである。 

② 生成 AI の「パートナー化」による個々の学びの深化 

生成 AI の活用は、操作習得の段階を超え、教科の目標達成のための「思考のパートナー」

としての活用へと深化した。特に保健体育科や外国語科の実践では、AI を「コーチ」や「対

話相手」として位置づけることで、生徒が受動的な姿勢から脱却し、自律的に課題解決に

向かう姿（自己調整学習）が見られた。これは、ICT が個別最適な学びと協働的な学びの

一体的な充実を支える強力なツールとなることを実証している。 

③ AI ドリル活用による「基礎学力の定着」と「校務軽減」の両立 

 AI ドリル（テストパーク、ミライシード）の導入により、アダプティブ・ラーニング（個

に応じた学習）が促進され、基礎学力の定着に成果を上げた。特筆すべきは、「カルテ機能」

の分析により、学習のプロセス（努力量）が可視化されることが、学力低位層の児童に対

しても自己効力感を高め、高い学習意欲を維持させる効果があることが明らかになった点

である。また、自動採点機能の活用は、教員の採点業務を大幅に削減（年間換算で数十時

間規模）し、創出された時間を児童生徒への指導や対話に充てることを可能にした。これ

は「ICT を活用した校務の軽減」という目的を達成する具体的なモデルケースとなった。 

（２） 課題 

① 探究の質を高める教師のファシリテーション能力 

思考ツールや生成 AI といった ICT 機器はあくまで手段である。これらを活用して、児

童生徒の思考をさらに揺さぶり、表面的な調べ学習に留まらない「深い学び」へと導くた

めには、児童生徒の資質・能力を育む教師の発問やファシリテーション能力の向上が不可

欠である。 

② プロセスを評価する新たな手法の確立 

AI ドリルのログや探究学習における思考の変容など、テストの点数（結果）には表れに

くい「学習のプロセス」をどのように評価していくか、ルーブリックの作成を含めた評価

手法の研究・開発が急務である。 

③ ICT 環境と運用ルールの最適化 

アンケート調査から「通信環境・動作の遅延」といった課題は、学習意欲を阻害する要

因となり得る。デジタルとアナログ（紙媒体）の最適な使い分けや、発達段階に応じたロ

グイン方法の改善など、運用面でのきめ細かな調整が求められる。 

 

８ 担当 

部長：平尾 陸（上幌向中学校）  

部員：黒坂 俊介（第二小学校） 今 雅彦（第一小学校） 上原 千鶴 （北真小学校）     

柴田 諒（緑中学校） 
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１ 部会テーマ 

他者を思いやり、仲間と共に歩もうとする子どもの育成  

～岩見沢型ピア・サポートの実践を通して～ 

 

２ 研究目的 

（１）「岩見沢型ピア・サポート研修」の内容を市内に還流する 

（２）研修を受けて実践したことを交流し、発信する 

（３）児童生徒の変容を捉える方法を検証する 

 

３ テーマを具現化するための研究の視点 

（１）岩見沢型ピア・サポートに関する資料の整理及び実践収集・情報提供 

（２）岩見沢型ピア・サポート実践の指導 

（３）岩見沢型ピア・サポートの教育的効果についての研究 

 

４ 研究年次 

令和７年度～令和８年度（２年研究の１年次） 

 

５ 研究実践の具体 

（１）岩見沢型ピア・サポートについて 

① 岩見沢型ピア・サポートとは 

事業報告に先立って、「岩見沢型ピア・サポート」とは何かを整理しておく。 

今般の生徒指導提要の改訂で、生徒指導は問

題が起こる前に、常態的・先行的に行うべきであ

ることが強調された。その取組を具体化したも

のが、日本版包括的生徒指導（マルチレベルアプ

ローチ、MLA）である。 

MLAは、生徒指導提要の改訂に携わった、広

島大学名誉教授の栗原慎二氏が提唱している生

徒指導方法である。これは、ピア・サポートだけ

ではなく、多層的に様々な効果の異なる活動を

組み合わせて指導することで全人的な発達を促

すことをねらいとしている。 

なお、岩見沢市では平成２５年度から取り組

んできたピア・サポートを発展させ、教師がＭＬ

Ａの理論を用いて児童生徒に身に付けさせたス

キルを学習活動の場面で生かすことによる、安

心して学ぶ学習集団づくりをねらいとして「岩

見沢型ピア・サポート」としている。 

 

 

〈参考文献〉 

栗原慎二（2017）「マルチレベルアプローチ だ

れもが行きたくなる学校づくり」ほんの森出版 
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② 各校の岩見沢型ピア・サポートの実践状況（令和７年５月） 

本部会は、市教委が令和６年度から３年計画で推進している「岩見沢市ピア・サポート研

修〜『子どもたちが安心して学ぶことができる学習集団づくり』を目指して〜」での学びを、

各校での実践につなげていくことを目的として立ち上げられた。各校の岩見沢型ピア・サポ

ート推進担当教員をはじめ、市内の先生方が期待する活動ができるよう、５月に各校の担当

者を対象としたアンケートを実施した。その結果、以下のような回答を得られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市教委主催による研修が２年目を迎えたこともあり、回答いただいた全ての学校で実践が

行われているものの、迷いや不安があったり、実践資料や実施時間の確保に課題が見られた

りするという現状が明らかになった。 

これらの実態を踏まえ、今年度は、特に希望が多かった「実践資料のデータ共有」と「研

修内容の還流」を行うとともに、次年度に向けて「教育的効果の捉え方」について検証した。 

 

（２）岩見沢型ピア・サポートに関する資料の整理及び実践収集・情報提供 

 

① ロイロノートを活用した実践資料のデータ共有 

アンケートの中で「部会へ期待すること」に対し最も回答が多かったのが、「実践資料の

データ共有」である。 

そこで、令和６年度に開設したロイロノート資料箱を活用して、部員７名が各所属校での

取組を公開した。これにより、小・中学校で実際に使われた実践資料・研修資料が提供され、

各校での実践の参考となっている。 

５分間〜５０分間の実践資料や、校内研修で活用された資料が入っているので、ぜひご活

用いただきたい。 

ロイロノート→北海道岩見沢市「先生のみ」→研究所ピア部会 

                       

② Google サイトを活用した実践資料のデータ共有 

ロイロノートによるデータ共有では、ファイル形式が PDF に限ら

れることから、様々なファイル形式に対応することができるよう、

Google サイトを活用した実践資料のデータ共有も開始した。 

サイトは、本研究部会専用の Google アカウントを取得した上で、

各部員がロイロノートとほぼ同様の資料を不定期で更新している。 

岩見沢市で勤務する教職員の Google アカウントからのみ閲覧・ダ

ウンロードすることができるようになっており、右の二次元コードか

以下のURLからアクセスすることができる。 

https://sites.google.com/iwamizawa.ed.jp/iwamizawa-peersupport-mlashare 

 

「岩見沢型ピア・サポート」特別研究部会アンケート 

実施期間：令和７年５月１９日〜５月３０日 

                  回答数 ：２３名（回答校１７校） 

主な実践内容 困っていること 部会に期待すること 

・朝ピア活動（週１回〜毎日） 

・全校、学年、異学年、小中

連携でのピア・サポート 

・学活や総合的な学習の時間

を活用したピア・サポート 

・SELや PBISとの連携 

・研修の環流、生徒指導研修 

・他校の実践が見えない 

・教職員間の共通理解 

・年間計画や実践資料作成 

・組織的、継続的な取組 

・実践や研修の時間確保 

 

・他校の実践例の共有、資料

提供（データベース化） 

・気軽に実践を交流、相談で

きる場 

・外部講師の活用や、研修の

柔軟な開催 

・研修の環流（実践の例示） 

 

 

 



- 32 - 

なお、これらの資料等については、市内の学校の実践や情報共有を目的としていることか

ら、転載等はお控えいただくとともに、岩見沢型ピア・サポート研修の講師である栗原慎二先

生からも、無断複製・外部利用については固く禁じる旨の指示があったことについても了承の

上、ご活用いただきたい。 

 

（３）岩見沢型ピア・サポート実践の指導 

 

① 岩見沢市立教育研究所研究部会主催・運営の研修会の実施 

 １１月４日（火）、８月に行われた岩見沢市ピア・サポート第Ⅱ期研修で扱われた内容の中

から、対立解消（メディエーション）に焦点を当てて研究部会員が講師となり理論研修・実

践演習を行った。研修を計画する際には、各校の担当者だけではなく、これまで市教委主催

の研修を受けたことがない先生方にも参加していた

だけるよう、内容を工夫した。 

理論研修では、対立が生じることは自然なことで、

解消するためには双方の感情を言語化して相互理解

を図る必要があり、その方法の一つとして「アルスの

法則」が紹介された。実践演習では、演習シートに沿

って参加者全員がメディエーションを体験した。 

市内から５０名ほどの先生方（うち半数は市教委主

催の研修の参加経験なし）に参加いただき、事後アン

ケートでは、研修内容の満足度について９５％を超え

る肯定的回答が得られた。 

 

② 座談会 

研修終了後、希望者１６名による座談会を開催し

た。３０分程度の時間ではあったが、アットホームな

雰囲気の中での交流を通して、各校の実態の把握や、

それぞれが抱える課題や悩みを解決する手がかりを

得る場となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事後アンケートより 

【理論研修・実践演習】 

・夏の研修で学んだときは非常に情報量が多かったので、今回のように短時間で、内容をし

ぼって整理できたのがとてもよかった。 

・対立解消の研修を受けた先生の指導をみて、児童の気持ちも大切にしつつ解決に導いて

いた姿にとても感銘を受けたので、実際に研修を受けることができて良かった。同時に対

立解消の難しさも実感することできた。 

・３人組で対応する事例は、先生の係により対応が違い、対応の仕方で児童生徒の問題解決

が異なってくることも経験できたので、もっとピア・サポ－トを学び、深めていくことが

大切だと実感した。 

・自分と意見が違っても相手の話を聞くことができる子ども、自分の非を認めて反省でき

る子どもに育てることが大切だと思った。次の日の朝、トラブルがあり早速実践してみた

ところうまくいった。 

 

【座談会】 

・他校の取り組み状況等の情報交換ができ、本校が今後、何から始めていけばよいか、どう

足場を組んでいけばよいか等について、たくさんのヒントを得ることができた。 

・ひたすら悩みを聞いていただき、少しもやがとれた感じがする。 

・他校の様子を知れて有意義な時間となった。もっとたくさんの先生から話を聞けるとよ

いと思った。 
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（４）岩見沢型ピア・サポートの教育的効果についての研究 

岩見沢型ピア・サポートの実践を通して期待する教育的効果をもたらすためには、児童生徒

の実態調査（アセスメント）に基づき、実践内容や方法を工夫して行うことが重要である。ま

た、取組を推進していく上でも、定期的なアセスメントを通して児童生徒の変容を捉えること

が、実践の成果や改善点を明確にすることとなり、より教育的効果の高い実践へとつながって

いく。このように、岩見沢型ピア・サポートの実践には、児童生徒のアセスメントが極めて重

要であることから、その方法について検証した。 

今年度、部員の所属校で行われた方法と内容は次の５つである。 

 

① hyper Q・U（学校生活満足度調査） 

本調査については、各校が市教委から助成を受けていること

から、年１～2回の実施を経て、北翔大学学長の山谷敬三郎氏

に分析を依頼し、各学校ごと指導・助言を受け、よりよい学校

生活に向けた取組の改善と推進を図っている。 

 

② アセス（学校環境適応感尺度） 

昨年度は市内全校でweb版の試験的運用が行われたが、今

年度は、２校において書籍購入により利用できるダウンロード

版を活用し、５月、１０月、２月の計３回実施している。 

 

 

③ いじめアンケート 

以下の２項目でアセスメントが可能だと考えられる。 

・「あなたは、嫌な思いをした時、だれに相談しますか。（複数回答あり）」 

・「あなたは、いじめはどんなことがあっても許されないことだと思いますか。（苦しん

だり悩んだりして心が傷つく「いじめ」はどんな理由があっても許されないことだと思

いますか。）」 

 

④ 自作アンケート 

学校評価や校内研修、ピア・サポートに関するアンケート等、各校で独自に作成している

アンケートのうち、岩見沢型ピア・サポートに関連する項目を集めたところ、次のような内

容が挙げられた。 
 

 

【小学生】 

⚫ 学校は楽しいか 

⚫ 自分にはいいところがあるか 

⚫ 相手の気持ちを考えて声をかけたり行動したりしているか 

⚫ 友達のよいところを見つけているか 

⚫ ピア・サポートの学習は好きか 

⚫ ピア・サポートの自分の事を話したり考えたりする活動で、自分のことがよくわ

かったり、新しい自分に気づくことがあるか 

⚫ ピア・サポートの友だちの話を聞く活動で、友達のことがよくわかったり、新し

い発見があったりするか 

⚫ ピア・サポートをやって、友達と「話しやすくなった」「仲良くなった」と思うか 

⚫ ピア・サポートで学んだことが、学校生活に生かされていると思うか 

⚫ 普段の生活の中で、誰かと協力したり、誰かを助けたりすることはできたか 

⚫ 普段の生活の中で、誰かに協力してもらったり、助けてもらったりしたか 

⚫ 友だちは、あなたの話を最後までしっかりと聞いてくれるか 

⚫ 仲間と教え合ったり、聴き合ったりして学んでいるか 

 

学校風土の把握ツール 

（文部科学省） 

 

①②の詳細についてはこちらを参照いただきたい 
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⚫ ４月に決めた「目指す姿」を考えながら行動できたか 

⚫ 自分のめあてや目標をもって、学習や様々な活動に取り組んでいるか 

⚫ これまでのピア・サポートで勉強になったことやできるようになったこと、学び

を生かせたことは何か 

⚫ ピア・サポートで学んだことを、どんな場面で生かせそうか 

 

 

【中学生】 

⚫ 仲間と良好な関係を築き、安心して学校生活を送っているか 

⚫ 仲間の個性を受け入れ、支えあうことができているか 

⚫ 学級や学年など誰かのために行動できているか 

⚫ あなたは、嫌な思いをした時、誰に相談するか 

⚫ 自分には良いところがあるか 

⚫ 楽しく学校に通うことができたか 

⚫ あなたの学級では、自分の意見を言いやすい雰囲気があるか 

⚫ あなたは、日ごろ思いやりをもって仲間と接することができているか 

 

 

【保護者】 

⚫ お子さんは、学校が楽しいと言っているか 

⚫ お子さんは、「自分にはよいところがある」と感じているか 

⚫ 「仲間と教え合ったり、聞き合ったりする授業」は感じ取れたか 

⚫ ピア・サポートに取り組んでいることを知っているか 

 

 

【教職員】 

⚫ 岩見沢型ピア・サポートを実践したことによる成果や課題 

⚫ 岩見沢型ピア・サポートを意識してどのような実践をしたか 

⚫ ピア・サポート活動の場面での成果や課題 

⚫ 特別な支援を必要とする児童生徒にどのようなアプローチをしたか 

⚫ 岩見沢型ピア・サポートを実施する上で継続・改善してほしいことは何か 

 

⑤ その他 

ア 保健室の来室者数 

イ 日常の教育活動での見取り（意図的に設定された活動を含む） 

ウ 教育相談 

 

⑤については、教員の経験年数や指導力に左右されたり、主観的な評価が含まれたりするこ

とから、妥当性には欠けるものの、教育的効果を実感する方法としては有効であると思われる。 

①②③については、客観性・正確性が保証されたアセスメント方法であると言える。④の項

目については、自校の実態にあわせた検証が可能である。今後は岩見沢型ピア・サポートの考

えをふまえた評価項目の統一を行い、より客観性を高める必要がある。 

 

６ 研究主体校・協力校との連動 

 岩見沢型ピア・サポートは、各校の実態に応じて実践が異なるという特異性があることから、

実践やアセスメント方法をそろえて成果や課題を見出すといった活動は行わず、各校で実践を

推進した。 

 ７名の部員も市教委主催の研修を受けながら実践を重ねている段階であることから、毎月の

研究部会で市教委主催の研修の振り返りや各校の実践交流を行い、研究を深めた。 
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７ 成果と課題 

（１）成 果 

 アンケートを実施したことで、担当教員を中心に先生方の声を聞き、希望に応える形で効率

的な取組をすることができた。 

 ２校種７校の実践資料を共有したことにより、実践の選択肢が広がったことから、各校での

実践のハードルが下がった。また、全校的な取組にはつながらなくても、共有された資料を

活用して学級で実践したという声もあった。 

 様々なファイル形式で資料を提供したことで、より活用しやすくなった。 

 市教育委員会主催の研修の内容のうち、重点を絞って環流する形で研修会を実施したことで、

より研修成果を実践に生かすことができるようになった。また、研修に参加できなかった先

生方にも岩見沢型ピア・サポートを知っていただく機会を作ることができた。 

 各校の岩見沢型ピア・サポートの担当教員は、試行錯誤を重ねながら実践を進めていること

から、その先生方の悩みや不安を払拭したり、次の実践のヒントを得たりする場として、座

談会を開催したことは大いに役立った。 

   

（２）課 題 

⚫ 実践資料が集まってきた一方で、その資料の有用性や再現性の検証は不十分である。実践し

た先生方の声や、アセスメントの結果を踏まえ、資料を整理する必要がある。 

⚫ アセスメントの方法や内容については、その羅列に留まってしまった。今後、項目の精選が

必要である。 

⚫ 校種や学校規模、児童生徒の実態によって、どのような実践が有効なのか異なることから、

岩見沢型ピア・サポートの実践による教育的効果を高めるためには、各校の担当教員が、各

校のアセスメントに基づいて、理論に基づいた実践を考えていくことが求められる。そのこ

とから、市教委主催の研修は各校の担当教員が３年間全ての研修を受講することが原則とな

っているが、異動や学校事情によりその実現が困難である場合も少なくない。 

新たに担当教員となった先生方を孤立させないためにも、今後も可能な限り、本研修での学

びを還元するという形で、研究部会主催の研修会や座談会を行う必要がある。 

⚫ 研修会の参加者の内訳を見ると、校内研修という扱いで全教職員が参加した学校がある一方

で、中学校教諭や管理職の参加が１割に満たない、研修の案内が校内で周知されないなど、

市内各校の実践に対する意識の差が課題である。 

⚫ 岩見沢型ピア・サポートは、担当教員が推進することも大切だが、担当教員の実践を支える

意味で、校内の担当や担任の有無、研修の参加歴に関わらず、市内の全教職員が“岩見沢型ピア・

サポートとは何か”を理解し、実践していくことが大前提である。担当教員だけではなく、全て

の先生方が参加しやすい研修の在り方を考えていく必要がある。 

 

次年度、３年計画で始まった市教委主催の研修は、最終年度を迎える。岩見沢型ピア・サポー

トの実践や、実践する先生方へのサポートを通して、他者を思いやり、仲間と共に歩もうとする子

どもの育成を目指して活動を進めていきたい。 

 

７ 担 当  

  部長：坂本 千恵（美園小学校） 

  部員：小野 愛弓（中央小学校）   遠藤  郁（第一小学校） 

  端﨑 元気（幌向小学校）   辻浦 一裕（光陵中学校） 

山下 香織（清園中学校）   上羽 愛子（明成中学校） 
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経営塾『経営力を磨く会』 
 

１ 主  旨 

  次代につながる学校教育の具現化に向け、教育を取り巻く現状を認識し、学校改善にむけ

て分かりやすいビジョンを掲げ具体的で実効性のある取組を進めることができる実践的な経

営力のある校長を養成する。そのために、主体的な塾運営を目指し、交流においては塾生が

講師を務めるなどリーダー養成を強く意識した運営とする。 
 

２ 目  的 

本会は岩見沢市の教育行政方針に基づく自校の確かなビジョンを掲げ、経営・運営できる管

理職の育成を目的に実施する。 
 

３ 内  容 

（１）経営交流～岩見沢市の目指す教育を具現化するための学校経営・学校運営を交流する。 

（２）外部講師による講話～経営に関する知見を深め、組織力や戦略的思考を高める。 

 

４ 参加者 

校長 １２名（教育長からの指名及び若手校長）    

 

５ 実施した講義・演習（９０分間） 

 ① ６月１２日（木） オリエンテーション、経営交流（五十嵐・尾見） 

 ② ８月２１日（木） 外部講師 空知教育局義務教育指導監  眞田  眞 氏  

 ③ ９月１１日（木） 外部講師 岐阜聖徳学園大学教授    山田 貞二 氏 

 ④１０月 ７日（火） 外部講師 札幌新陽高校校長      北村 善春 氏 

 ⑤１２月１１日（木） 経営交流（高田・三國） 

 ⑥ ２月 ５日（木） 経営交流（小林・澤口） 

 

６ 今年度を振り返って 

  本年度の経営塾は、制度理解から実践、さらに校長としての判断と組織づくりに至るまで、

学校経営を多面的に捉え直す連続的な学びの場となった。第１回では、義務教育学校や岩見沢

型ピア・サポートを通して、子どもを主語に据えた経営と、対話を基盤とする組織づくりの重

要性が共有された。第２回では、学習指導要領の変遷を踏まえ、「育成を目指す資質・能力」を

経営の軸に据える視点と、生成 AI と対話を融合させたグランドデザイン策定の可能性が示さ

れた。第３回では、学校経営哲学の言語化や三領域の整理を通し、主体性を引き出す関わりと

ウェルビーイングを重視した経営の在り方が明

確になった。第４回は、実務を学びに転換する戦

略的思考と、課題の真因を共有する組織文化の形

成が強調された。第５回では、根拠に基づく校長

判断と制度を生かした学校再デザインが提示さ

れ、組織として学び続ける学校経営の方向性が確

認された。これらの学びは、市内校長が共通言語

をもち、協働して岩見沢の教育を創り続けるため

の確かな基盤となった。 
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養成塾『教師力を磨く会』 
 
１ 主  旨 

各学校のミドルリーダーには組織全体を俯瞰して学校運営に参画し、「主体的・対話的で深

い学び」の実現に向けたカリキュラム・マネジメントを主導することが求められる。また、若

手教員に対し、日々の授業改善や学級経営について、対話を通じて指導・助言を行い、組織的

な教育力の向上を図る中核的な役割が望まれている。本塾では自らの役割を理解し、学校運営

の核となる教員の意識と力量を高めることができるよう開講する。 

 
２ 目  的 

本会は、岩見沢市が目指す「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業を創り上げ、

それを中核とし学校経営・学校運営に主体的に参画できる教員の育成を目的とする。 

 

３ 内  容 

（１）学校経営・学校運営に関する内容 

（２）「主体的・対話的で深い学び」の視点

に立った授業づくりに関する内容 
（３）若手教員への指導に関する内容 

 

４ 参加者 

主幹教諭６名、教諭１３名、合計１９名 

 

５ 実施した講義・演習（９０分間） 

① 6 月２５日（水）＝オリエンテーション、（説明、目標、年間計画） 

「ミドルリーダーとしての自らの役割」（協議） 

② 8 月２７日（水）＝「ミドルリーダーに望むこと（講話） 

講師 教育委員会 教育長 吉永  洋 氏 

③１０月１５日（水）＝「学校の運営を最前線で担うミドルリーダー」（講義） 

講師 岩見沢市立光陵中学校長 桐渕 則行 氏 

④１２月１７日（火）＝「主体的・対話的で深い学びの実現と若手教員の育成」 

（実践交流・協議） 

⑤2 月２５日（水）＝「ミドルリーダーとして」（振り返り） 

講話：教育委員会指導室長 尾花 靖宏 氏 

 

６ 今年度を振り返って 

一年の塾の流れを通じて、校内での自らの立場を強く意識し、市の目指す教育と各学校の学

校経営との関連性、それを踏まえての実践について多角的かつ具体的な認識を持ち、高い意欲

と責任感を持って組織の中で校長の示す経営ビジョンを理解し具現化するミドルリーダーとし

ての役割を果たすことができるように研修を深めてきた。 

教育長や校長による講話から学校組織の活性化、同僚性の醸成、そして学校全体の教育力向

上に貢献しようとする姿を具体的にイメージし、単なる業務の遂行ではなく、職員全体で当事

者意識を持ち、共通理解のもとで学校を動かしていくことの重要性も共有された。 

実践交流では学力向上などの様々な学校課題に対し、授業時数特例制度の活用など、教育課

程マネジメントの視点から解決策を探る姿勢も見られ、個々の意識の向上が図られた。 
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実践塾『授業力を磨く会』 
１ 主 旨 

 教育の成果を左右する最大の要素は、直接の担い手である教員の資質・能力である。特に、
その力が最も発揮される場面は授業である。そこで、市内の初任段階及び教職経験１０年未満
の教員を対象に「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業力の向上に特化した研修を実施
し、全ての教員が質の高い授業を日常的に実践できるよう、本塾を実施する。 

 
２ 目  的 

 本会は、学校教育の基本を学ぶとともに、「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業
づくりを通して、授業力・指導力の向上を図り、実践に根ざした人材育成と実践力の育成を行
うことを目的として実施する。 

 
３ 内  容 
（１）授業講座及び研究協議 
（２）授業公開による実践研究 
（３）実践力・指導力向上に向けた演習・研修 

 
４ 参加者 

教諭３５名、養護教諭２名、合計３７名 
 

５ 実施した講義・演習（９０分間） 
① ６月２４日（火）＝説明、自己紹介、演習（年間計画・目標設定・交流） 
② 8 月２６日（火）＝「自立した学習者の育成について」（講義・演習） 

             講師 清園中学校 二瓶 直之 教頭  
③１０月１４日（火）＝「授業づくりの基本」（授業参観・講義・演習） 

             講師 日の出小学校 辻 啓吾 教諭 
④１２月１６日（火）＝「教室の外から見える子どもたちの声」（講話） 

～担任の先生に伝えたい“支援のはじまり”～ 
講師 袖野 美幸 ＳＳＷ（岩見沢市教育支援センター）  
「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業の実際（実践発表） 

  東光中学校 小山内 絢夢 教諭 
  ⑤2 月１７日（火）＝「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業の実際（実践発表） 
             幌向小学校 今野  楓 教諭  中央小学校 山本  愁 教諭 
             中央小学校 横川 汰一 教諭  緑 中学校 水井 雄太郎 教諭 

「本年度のまとめ」 
 

 ６ 今年度をふり返って 
  今年度は、実践塾のねらいと本市の教育の方向性を踏まえ、「主体的・対話的で深い学び」
の実現に向けた授業づくりを中心に、計５回の研修を実施した。校内研修の活性化を担う管理
職や、優れた授業実践を積み重ねている教員を講師に招き、これからの授業に求められる視点
や基本について、また、子ども理解の重要性について学ぶことで、塾生の授業改善意識の向上
を図った。 

  さらに、校種や教科等を考慮して５つのグループを編成し、授業者の決定、指導案の検討、
交流を重ねた。授業公開後には実践に基づく発表と協議を行い、相互に学び合う機会を設けた。 
養護教諭部会においても、袖野ＳＳＷを招き、事例検討を中心とした研修を実施した。塾長・
副塾長及び担当養護教諭が中心となり、塾生同士が切磋琢磨しながら、実践的な指導力の向上
を図った。 
これらの取組を通して、塾生一人一人が授業改善に向けた具体的な視点を得て、実践を語り

合い、学びを共有する文化が醸成されつつあることは大きな成果である。一方で、塾生の学び
を各校の校内研修や日常の授業改善へいかに波及させていくかが今後の課題であり、学んだ成
果を各校の授業改善へと確実につなげるための仕組みづくりが求められる。 
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- 40 - 

 

教職員の専門的力量向上のための研修講座 

１ 「岩見沢の教育を知る会」 

  ・日時 令和 7年 4 月２１日（月） 

  ・内容 講話「岩見沢が目指す教育づくり」について 

      実践発表 「岩見沢型ピア・サポートの実際」岩見沢市立美園小学校 

  ・講師 岩見沢市教育委員会 教育長 吉 永   洋 氏 

      岩見沢市立美園小学校 教諭 黒 田 弥 生 氏 

                 教諭 坂 本 千 恵 氏 

  

本研修は、岩見沢市立小・中学校・義務教育学校へ転入した教職員及

び新採用教員を対象に、岩見沢市の教育の方向性やこれまでの取組への

理解を深め、自校での実践に生かすことをねらいとして行われた。 

はじめに吉永教育長による講話が行われ、学校教育にかける思いや期

待が語られた。参加者からは、岩見沢市の教育方針への理解が深まり、

教職員としての自覚と今年度の目標を明確にする機会となったとの声が

多く聞かれた。続いて、美園小学校による実践発表「岩見沢型ピア・サ

ポートの実際」が行われ、具体的で実践的な取組が紹介された。 

参加者の振り返りでは、岩見沢型ピア・サポートが、ピア・サポー

ト、協同学習、PBIS、SEL の四つのプログラムから成るMLAとして

位置付けられていることへの理解が深まったとの意見が多く見られた。

また、発表内容は自校ですぐに活用できるものであり、校内研修や授業、学級経営に生かした

いという前向きな意欲が示された。 

本研修を通して、岩見沢市全体で共通理解のもとピア・サポートを推進し、児童生徒が自ら

煌めく教育環境を整えていく重要性が再確認され、研修の目的はおおむね達成された。 

 

２ 教頭・研究担当者研究協議会 

  ・日時 第 1回  4 月２５日（金）１４：３０～１６：００ 

      第 2回  7 月２８日（月）１３：３０～１６：００ 

      第 3回 １１月１２日（水）１４：００～１６：００ 

      第 4回  １月１４日（水）１３：３０～１６：００ 

  ・内容 全国学力・学習状況調査の結果の交流と校内研究の取組の交流 

      子どもの変容に基づく校内研究の在り方の協議、研究事業の還元 

 

第 1回から第４回までの研究協議会を通して、全国学力・学習状況調査を「結果として捉え

る」のではなく、「授業改善や校内研究につなげるための手立て」として活用しようとする意識

の高まりが確認された。 

第 1回では、各校の分析や結果の授業への反映や計画の共有を通して、読解力や探究的な学

びの重要性、小中 9年間を見通した指導の必要性が強く認識された。

また、同一校区・同一テーマでの協議が対話の深まりにつながること

も明らかとなった。 

第 2回では、調査結果を踏まえた研究の前半の取組交流により、デ

ータを基に児童生徒一人一人の成長を見取る視点や、小中連携の具体

化、生成AI 活用の可能性と課題が整理された。 

第 3回では、市全体の分析を基盤に、自校の課題を客観視し、強みを生かした次年度への方

向性を共有することができた。3回の協議を通し、教頭・研究担当者が核となり、対話を重視

した実践的な研究を進めていく意義が改めて確認された。 

第４回では、研究所研究事業の成果と課題が共有され、自校の取組に生かすことや次年度の

全国学力・学習状況調査への取組に生かすことが確認された。 
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３ 特別支援教育研修講座 

 ・日時 令和７年５月２９日（木）１４：００～１６：００ 

・内容 講義・演習「障がいの特性を考慮した教育課程の編成と実施」 

・講師 北海道教育庁空知教育局 学校教育指導班 主任指導主事 油川 智史 氏 

 

特別支援学級の学級編制の考え方や法的な位置付けをはじめ、

障がいの状態等に応じた指導内容や指導方法、週時程と学習活動

の実際等についての理解を深め、一人一人の障がいの状態等に応

じた教科指導や自立活動など、障がいの特性に応じた教育課程の

編成と実施に資するため、特別支援教育研修講座が行われた。 

４２名の小・中・義務教育学校の特別支援教育コーディネータ

ーと管理職が参加した。 

講師からは、具体例を交えながら、管内の特別支援学級の現状と課題、特別の教育課程を編

成する際の留意点、自立活動や交流・共同学習のあり方、特に知的と情緒の教育課程の違い等に

ついて、説明をいただいた。 

参加者からは、「自閉症情緒障がい学級所属で知的障がいがあ

り、特別支援学校高等部進学希望の生徒の教育課程について、教

科を合わせた指導を実態に合わせて取り入れていくことが例とし

て挙げられており、参考になりました。」、「今回の研修内容を職場

の先生方にも交流し、正しい知識を持って支援を行っていけるよ

うにしていきたい」、「特別支援教育の推進には、管理職としての

役割も大きく、学校の方針や組織づくり、教職員への働きかけが

重要であると改めて感じました。」等の感想があり、多くの気付

きを得ていた。 

 

４ 特別支援教育支援員研修講座 

 ・日時 令和７年６月１９日（木）１４：００～１６：００ 

・内容 講義・演習 

「特別支援教育支援員の基本的な役割と心構え、対応の実際について」 

・講師 北海道立特別支援教育センター肢体不自由・病弱研究室長 大 西   修 氏 

 

各学校において特別な支援を要する児童生徒に対し、担任等

と連携の上、学校生活を円滑に送れるようにサポートする特別

支援教育支援員を対象として実施した。  

講師からは、「特別支援教育支援員の現状と役割」、「障害

のある児童生徒の理解」、「障害のある児童生徒の支援のあり

方」等について、実例や演習を交えつつ、特別支援教育支援員

の基本的な役割と心構え、学級担任と連携して行う子どもへの

対応の在り方等についても触れながら、丁寧にご指導いただい

た。 

参加者からは、「動画等の実例を資料として使っていただき、

大変わかりやすく、勉強になりました。」、「子どもとの信頼関

係を大事にし、声掛けや支援をしていきたいです。」、「毎日様

子の違う子どもに対し、小さなことでも変化を見逃さず担任の先

生と情報交換していきたい。」等の感想があり、明日からの支援

に生きる有意義な研修となった。 
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５ 「救急・救命」研修講座 

・日時 令和７年８月７日（木）､８月８日（金）１３：００～１６：００  

・内容 講話・実技講習「救命への心構えと救命処置の方法」 

・講師 岩見沢地区消防事務組合署員 

今年度、岩見沢市に転入してきた小・中・義務教育学校と緑陵高校の教職員８０名を対象

に、危機管理意識を高め、適切な応急手当の方法を身に付けることで、安全・安心な学校環境

の構築を図ることを目的として各日 3時間の講習会を実施した。 

当日は、前半に動画による応急手当などの救命処置の仕方などを視聴した後、後半は４つの小

グループに分かれて AＥＤや心臓マッサージなどの実技講習が行われた。後日、受講者には、

消防署から修了証が交付された。 

 

受講者からは、「心肺蘇生と AED 使用の手順は数年ぶりに実技を通して学び直すことができ、

繰り返し講習を受けることの大切さを実感しました。」「応急処置と救命処置の違い、AED の使

用場面・使用方法・注意点、救命処置の手順と胸骨圧迫の方法を講話や実技を通して改めて確認

できた。」「心肺蘇生には思っていた以上に相当強い力で押さなければならないと分かった。」「学

校の日常場面で起こり得る事例を知り、危機管理意識が高まった。本研修により、適切な救命処

置の基礎知識を得られ、実技講習により技能を得ることができ、意義深い研修となった。」等のふ

り返りがあり、安全・安心に学校づくりに活きる研修講座となった。 

６ 「食物アレルギー」研修講座 

・日時 令和７年８月６日（水）１０：３０～１１：５０ 

・内容 講義・演習 「食物アレルギーの正しい理解とアナフィラキシーショックに対する 

対処の仕方について」 

・講師 管理薬剤師 櫻 田 則 幸 氏 

今年度岩見沢市に転入してきた小・中・義務教育学校と緑陵高校の教職員７０名を対象に食物

アレルギーの正しい理解とアナフィラキシーショックに関する理解を深め、適切に対応できる能

力を養うことで、学校が子どもたちにとって安全・安心に過ごせる場となることを目的として実

施した。 

市内の薬局勤務の管理薬剤師 櫻田氏を講師に迎えて講義と動画視聴によるアレルギーへの

理解や緊急時での対処の仕方、ロールプレイング等を交えてエピペンの打ち方に関する実技演習

を通して学んだ。 

参加者からは、「エピペンの使用について、本人の意思確認は必要なく、使用するということだ

けを伝えればいいこと、『迷ったら打つ』ことを学ぶことができた。」「エピペン使用の際、救急要

請や症状の記録や教職員との連携・役割分担の重要性についての学びを教職員で共有し、子ども

たちの安全を確保できるような体制を作っていきたい。」等のふり返りがあり、安全・安心な学校

づくりに活かされる研修講座となった。 
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７ ICT 活用に関する研修講座Ⅰ  

  ・日時 令和 7年 8 月４日（月） 

  ・内容 説明 Canva を用いた授業活用の実際 

         Google Sitesを活用した校務改善の可能性 

      演習 Canva による教材づくり 

         Google Sitesの基本操作体験 

  ・講師 岩見沢市立上幌向中学校 教諭 平 尾   陸 氏 

      岩見沢市立緑中学校   教諭 柴 田   諒 氏 

      岩見沢市立第二小学校  教諭 黒 坂 俊 介 氏 

 

本研修は、ICT 活用に関する基礎的スキルの習得を目的とし、Canva および Google Sites

の基本操作と活用方法を理解するとともに、授業や校務における ICT 活用の展望を考えること

をねらいとして行われた。 

研修では、Canvaを用いた授業活用の実践例や、Google Sites を活用した校務改善の可能

性について説明を行い、その後、教材づくりや基本操作を体験する演習を実施した。実際に操

作しながら学ぶ構成により、研修内容を自校での実践につなげやすい内容となった。 

研修全体の満足度は高く、多くの参加者が「満足」と回答した。特に Canva については理解

が深まり、授業で活用したいと考える教員が大多数を占めた。一方、Google Sitesについては

有効性を理解しつつも、既存の校内システムやスキル面、校務体制の課題から、活用に不安を

示す声も見られた。 

成果として、ICTツールの基本的な操作方法や

活用の具体像を共有できたこと、他のアプリとの

使い分けを考える視点が得られたことが挙げられ

る。今後は、初級者向け研修や実習時間を重視し

た研修、生成 AI の活用、校務で組織的に運用でき

る仕組みづくりなど、より実践的で段階的な研修

の充実が求められる。 

 

 

８ ICT 活用に関する研修講座Ⅱ 

  ・日時 令和８年１月９日（金） 

  ・内容 説明 「生成 AI 活用ハンドブック」の説明と確認テスト 

      講座Ⅰ「生成 AI を活用して、授業計画を作成してみよう！」 

            ＜PC 編＞Google AI Studioの活用方法  

      講座Ⅱ「生成 AI を活用して、面談日程を作成してみよう！』 

            ＜iPad編＞Geminiの活用方法  

  ・講師 岩見沢市立上幌向中学校 教諭 平 尾   陸 氏 

      岩見沢市立緑中学校   教諭 柴 田   諒 氏 

      岩見沢市立第二小学校  教諭 黒 坂 俊 介 氏 

 

本講座は、タブレットを日常の授業や校務で活用

できるよう、ICT機器に関する基礎的な知識・技能

の習得を目的として実施したものであり、特に生成

AI の実践的な活用に重点を置いた内容とした。 

研修は三つの内容で構成した。 

はじめに、「生成 AI 活用ハンドブック」の説明と

確認テストを通して、生成 AI の基本的な仕組みや

活用時の留意点、個人情報の取扱いなどについて共

通理解を図った。 
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続く講座 1では、Google AI Studio を用い、生成

AI を活用した授業計画や教材アイデアの作成を体験

した。講座 2では、iPad を用いて Gemini を活用

し、面談日程の調整やフォーム・スプレッドシートと

連携した校務の効率化について実践的に学んだ。いず

れも、授業と校務の両面で「すぐに使える」内容とな

るよう工夫した。 

参加者アンケートでは、「大変満足した」「おおむね

満足した」と回答した参加者が多く、生成 AIを活用

することで授業準備や校務の時短につながる具体的な

イメージをもてたという意見が多数寄せられた。また、初めて生成 AIを使用した参加者から

は、「難しいと思っていたが、実際に操作することで活用へのハードルが下がった。」「まずはや

ってみようと思えた。」といった前向きな感想が見られた。特別支援学級や小学校低学年での活

用可能性についても評価が高く、学級経営や教材作成への応用が期待されていることがうかが

えた。 

一方で、スキルレベルに応じた研修の設定や、

後から振り返ることができる資料の充実、情報リ

テラシーに関する継続的な研修の必要性など、今

後の改善につながる課題も示された。 

本研修を通して、生成AI は特別な技術ではな

く、日常の教育活動を支える有効なツールである

ことが共有された。 

 

 

 

９ 不登校対策研修会 

・日時 令和７年８月１日（金）９：００～１２：００ 

・内容 講義・演習 

「不登校の未然防止と対応等について」 

・講師 日本医療大学 准教授 丸山 正三  氏 

 

市内各小・中・義務教育学校の生徒指導の担当者等２６名が参加

し「不登校対策研修会」を実施した。講師として、北海道スクール

ソーシャルワーカー・スーパーバイザーとしても活躍されている、

日本医療大学 総合福祉学部 ソーシャルワーク学科 准教授の

丸山正三氏をお招きした。 

講義では、各種調査や統計から見えてくる不登校の実態やそれに

かかわる課題、子どもと家庭に関する不登校の要因の理解などにつ

いて詳しく解説があり、これらに対応するに当たってはアセスメン

トが重要であることが示され、そのポイントや視点を説明していただいた。 

具体的な事例をもとにアセスメントの演習も行われ、参加者は学校として児童や家庭にどのよ

うに働きかけるかなどについて熱心に協議した。 

参加者の振り返りからは、講義内容や事例検討に対して高い関

心と理解が得られ、「ストレングス視点」や「事例性」という新た

なアセスメントの考え方に関心が寄せられるとともに、不登校の

背景や家庭の課題に関する情報が現実的・実践的であり、「見えて

いない部分に気づかされた」という声が多数上がるなど、成果を

得ていた。 
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１０ 事務職員研修講座 

・日時 令和７年７月１５日（火）１４：００～１６：００ 

・内容 講話・協議「学校事務職員としての役割や職務について」 

・講師 北村小学校事務 上原 耕平 氏 

 

市内の若手事務職員７名の参加のもと、北村小学校事務職員の上原 耕平氏を講師に迎え、

講座を実施した。 

講師からは、これまでの勤務校での事例や体験談も交えながら、現在の勤務校での業務内容

を中心に、学校経営の参画に向け、事務職員として心がけていること等の講話をいただいた。

その後の協議の場では、日頃の業務での成果や課題、疑問に思っていること等を交流し、今後

の業務改善等に向けての糸口や気づき、学びが見られた。 

日々の勤務での疑問や悩みを持つ参加者からは、「一日のルーティンを決め、業務の効率

化、改善を図れるように心がけたい。」「一人職だからこそ横の繋がりを大切にしたい。」

「学校全体を見て事務の立場からできることを探したい。」「地域と学校をつなぐ役割を担い

学校経営に効果的なことに取り組みたい。」等のふり返りがあり、有意義に研修を終えること

ができた。   

 

１１ 教育講演会 

 ・日時 令和７年９月１２日（金）１４：００～１６：００ 

・内容 講話「生成 AI時代、GIGA スクール時代の学習指導要領改訂の方向性」 

・講師 文部科学省初等中等教育局教育課程課長 武 藤 久 慶 氏 

 

令和７年度「教育講演会」は、各コミュニティ・エリアにおけるオンデマン

ド方式のビデオ視聴とし、市内小・中・義務教育学校の教職員４２１名が参加

した。 

参加者アンケートによると、講話全体の満足度については「非常に満足」「満

足」を合わせて約９割に達し、また「教育実践への役立ち度」や「内容の理解

しやすさ」においても、いずれも９割以上が肯定的に評価しており、講演会は

全体として高い評価を得た。自由記述では、具体的な事例やデータを通して学

習指導要領改訂の方向性を理解できたこと、子どもの主体的な学びや授業改善

への示唆を得られたことなどが多く挙げられた。 

特に、参加者の関心は「主体的・対話的で深い学び」や自己調整

学習、個別最適な学びと協働的な学びの一体的な推進、資質・能力

の育成といった学びの質に集中していた。また、GIGA スクール構

想の進展を踏まえ、ICT 活用による学習の多様化や個別最適化への

期待が示される一方、情報活用能力や情報モラルの育成、教員の負

担増、具体的な実践例の不足など、現場が抱える課題も明らかとな

った。さらに、探究的な学びや教科横断的な視点、評価の在り方、

言語活動の工夫など、授業改善やカリキュラム・マネジメントに関する問題意識も多く見られた。 

本講演会は、急速に変化する社会の中で求められる教育の方向性について理解を深めるととも

に、今後の授業改善や学校づくりを考える有意義な機会となった。 
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北海道及び全国教育研究所連盟との連携 

 

 岩見沢市立教育研究所は、北海道立教育研究所が事務局を担う北海道教育研究所連盟に加盟

し、総会や研究発表大会へ参加するほか、共同研究の推進にも取り組んでいる。さらに、全国

教育研究所連盟にも加盟し、オンラインによる研究協議会や発表大会に参加することで、最新

の教育情報や実践に触れる機会を確保している。 

 

１ 北海道教育研究所連盟との連携 

（１）定期総会 Web 会議サービスによるオンライン開催 

・期 日 令和７年４月２４日（木） 

・内 容 令和６年度事業及び会計決算報告、監査報告、令和６年度事業計画案及び 

事業計画案、予算案、道研連役員案及び全教連北海道地区委員案の承認等 

（今後の北海道教育研究所連盟の研究・研修事業の在り方について、情報提

供あり） 

（２）第８０回北海道教育研究所連盟研究発表大会（胆振大会）兼第６７回全国教育研究所連

盟北海道地区研究発表大会  

・日 時 令和７年８月２８日（木）～８月２９日（金）  

・会 場 だて歴史の杜カルチャーセンター 

・内 容 

 ［記念講演］ 

演 題 「一人一人の子どもを主語にする学校教育の実現に向けて 

～次期学習指導要領改訂の論点を踏まえて～」  

講 師 国立教育政策研究所  

初等中等教育研究部長  白水
しろうず

  始 氏 

     ［対話・演習］ 

タイトル「新たな教職員の学びの姿の実現を目指して」 

講 師 独立行政法人教職員支援機構員 

（３）所員学習会 

① 夏季所員学習会 令和７年７月１１日（金）１１：００～１５：３５ 

・形 態：ハイブリッド開催 

・内 容：授業公開（北広島市立東部小学校 ３年 国語科） 

「資質・能力の育成に向けた国語科の授業つくり～全国学力・学習状況調 

査を踏まえた学習指導の改善・充実～」に関する講話・協議等 

② 冬季所員学習会 令和７年１１月１７日（月）１４：００～１６：３０ 

・形 態：ハイブリッド開催  

・内 容：「『個別最適な学び』と『協働的な学び』の一体的な充実に向けた授業の 

具体について」に関する講話・協議等 

２ 全国教育研究所連盟との連携 

（１）全国教研究所連盟研究発表大会（岡山大会） オンラインにて開催 

・日 時 令和７年６月４日（水） １０：４０～１６：３５ 

・内 容 講演「令和の日本型学校教育の構築を目指して～これからの研修のカタチ～」 

講 師 上智大学 教授 奈須 正裕 氏 

         研究発表 ４機関からの課題研究報告 
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北海道教育大学岩見沢校等との連携 
北海道教育大学岩見沢校並びにコンサドーレ北海道スポーツクラブの協力により、出前授業

を実施した。 

本事業では、岩見沢市内の小・中・義務教育学校において、高い専門性をもった教育大学岩

見沢校の教員やコンサドーレサッカースクールのコーチによる一単位時間の派遣授業を行うこ

とで学校教員の各教科指導における指導技術や指導内容等の一層の理解を深めるとともに児童

生徒の学習内容の深化と学習意欲の向上を図ることをねらいとして、のべ１９回実施した。 

 

１ 実施までの流れ 

４月     岩見沢校並びにコンサドーレスクールに対する本事業への協力依頼 

５月     市内小・中・義務教育学校へ実施希望の取りまとめ 

６月     実施可否のマッチングと実施内容の決定 

７月～    各学校での出前授業の実施 

 

２ 今年度実施した出前授業の内容  

バレーボール 

器械運動 

アダプテッド・スポーツ 

サッカー 

音楽づくり、創作 

 

３ 実施した出前授業の状況  

（１）バレーボール 

① 講     師 北海道教育大学岩見沢校 淺井雄輔准教授 

② 実 施 内 容 どの技能レベルでも、楽しむことができるバレーボールの試合とは？ 

③ 実施月日・対象  ７月 ７日   志文小学校 ５学年 ２７名 

９月 ９日   幌向小学校 ６学年 ４５名 

１１月１３日   北真小学校 ５学年 １６名 

１１月２０日    南小学校 ５学年 ６４名 

④ 授 業 の 様 子 ボールを投げたりキャッチしたりの攻防によるネット型のゲームの基

本、得点をするための作戦、誰もが楽しめるルールの策定など 
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（２）器械運動 

① 講     師 北海道教育大学岩見沢校 小倉晃布准教授 

② 実 施 内 容 マット、跳び箱、鉄棒などの器械運動 

③ 実施月日・対象 １１月 ４日   清園中学校 ３学年 ５３名 

１１月１７日   志文小学校 ３学年 ３９名 

１２月 １日   第一小学校 ５学年 ５４名 

１２月 ２日   幌向小学校 ４学年 ３７名 

１２月１５日    南小学校 ４学年 ５５名 

④ 授 業 の 様 子 マット運動や跳び箱運動の基本的な動きにつながる準備運動、様々な

用具を組み合わせた児童生徒の課題に応じた練習方法、上手な回転や

飛び越えのポイントなど 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）アダプテッド・スポーツ 

① 講     師 北海道教育大学岩見沢校 大山祐太准教授 

② 実 施 内 容 障害やアダプテッド・スポーツの概念解説、アダプテッド・スポーツ

の体験 

③ 実施月日・対象  ８月２６日   志文小学校 ５学年 ２７名 

１１月１０日   中央小学校 ６学年 ５８名 

１１月１１日   第一小学校 ４学年 ６４名 

１１月１９日    東小学校 ５・６学年 ９５名 

１１月２７日   幌向小学校 ５学年 ４４名 

④ 授 業 の 様 子 スポーツのルールや種目を工夫することで障害者を含め誰もが楽しめ

ることの講話、実際の体験（ブラインドサッカー、ボッチャ、競技用

車いす、アンプティサッカー、ゴールボール、車いすカーリング、フ

ライングディスク 等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 49 - 

（4）音楽作り、創作 

① 講     師 北海道教育大学岩見沢校 金崎惣一講師 

② 実 施 内 容 身近な音環境を題材とした鑑賞領域と表現領域（特に音楽づくり・創

作分野）をつなぐ活動 

③ 実施月日・対象  ９月 ３日  岩見沢小学校 ２学年 ３８名 

２月１２日   中央小学校 ６学年 ５８名 

④ 授 業 の 様 子 身の回りのさまざまな音を集めて、グループで音を創作する活動 

など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）サッカー 

① 講     師 コンサドーレサッカースクール 金澤孝憲チーフ他 

② 実 施 内 容 サッカー 

③ 実施月日・対象 １０月３０日   志文小学校 ４学年 ３１名 

１１月 ６日    南小学校 ３学年 ６０名 

１１月２７日   北村小学校 １・２学年 １６名 

④ 授 業 の 様 子 ボールと身体の協応運動、サッカーの動きの基本的な練習、ミニゲー

ムなど 
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情 報 の 発 信 

１ 所報「いわみざわ」の発行……年間５回 

研究所からの情報発信媒体の一つとして年 5 回所報「いわみざわ」を発行している。5 回

のうち、2 回は紙で配布し、残りの 3 回はＰＤＦによるデジタル配信をしている。 

（１）第１７５号を５月１６日に発行（紙媒体） 

令和７年度のⅠ～Ⅵの６つの事業について、今年度の計画の概要を紹介した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）第１７６号を７月１５日に発行（PDF ファイル） 

年度初め授業公開の様子と夏季休業前までの研修講座の実施の状況、出前授業の開始の案

内等について掲載した。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）第１７７号を１０月１７日に発行（PDF ファイル） 

教育研究所の部会研究のうち、「教科等研究部会」と「外国語研究部会」の中間報告を掲

載した。 

 

 

 

 

 

 

 

（４）第１７８号を１２月１５日に発行（PDF ファイル） 

前号に続き、「道徳科研究部会」「情報教育研究部会」「ピア・サポート部会」の中間報

告と 6 月～8 月に行った研修事業の様子を掲載した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）第１７９号を３月２日に発行予定（紙媒体） 

今年度の各事業における取り組み内容を総括する予定。  
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２ 研究所「ブログ」での発信……随時 

市内の各学校へのタイムリーで新鮮な

情報発信手段として、ブログを随時更新

している。 

昨年３月３日から、ブログのＵＲＬを

変更するとともに全体のデザインを一新

し、運用を始めた。 

（https://ie-labo.jpn.org/） 

 

４月からの記事の投稿の状況は、 

 月 記事数 

 ４月 ９件 

 ５月  ８件 

 ６月  ２件 

 ７月  ２件 

 ８月  ６件 

 ９月  １件 

１０月  ４件 

１１月 １７件 

１２月  ６件 

となっている。 

 

記事の内容は、当研究所で行った研修の実施状況、市内の学校の公開研究会の開催情報、授

業公開の様子、出前授業の実施風景のほか、所報や事業報告書などの各種資料等がダウンロー

ドできるリンクがあり、今後も積極的に情報発信の手段として活用していきたい。 

 

 

岩見沢市教科書センターとしての機能 

１ 常設展示 

・市内の小学校（令和 6～９年度使用）、中学校（令和７～１０年度使用）及び緑陵高等学校 

 が現在使用している教科用図書を展示  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 令和８年度用 高等学校の教科用図書展示会 

・高等学校が令和８年度用として採択する                                      

教科用図書の見本本を展示 
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１ 施設の貸与 

当研究所の施設を、教育意義のあるものに限り開放している。原則として次のような事業に

ついて開放している。  

（１）教育大学との連携事業 

（２）学校教育など幼児、児童生徒に関する事業 

（３）市教育研究団体及び学校職員の研修活動に関する事業 

（４）地域連携型及び市民開放型の事業 

 

２ 施設の利用状況 

令和元(2019)年度～令和７(2025)年度における教育研究所の施設の利用状況は次のとお

りである。オンラインによる会議等も継続しながら、対面での研修事業・教職員の養成講座・

諸会議等、幅広く利用されてきた。 

なお、令和７(2025)年度の利用回数及び利用者数（※）は、１２月末現在の数字である。 
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利用回数（回）

年  度 利用回数（回） 利用者（人） 

令和元(2019)年度 ２０４ 5,327 

令和２(2020)年度 ２１１ 4,878 

令和３(2021)年度 ２１２ 4,960 

令和 4(2022)年度 ２９１ 6,475 

令和５(2023)年度 １９４ 5,240 

令和６(2024)年度  １９２ 4,771 

令和７(2025)年度  ※２２９ ※6,627 
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令和７年度研究所職員一覧 
１ 令和７年度岩見沢市立教育研究所運営委員 

２ 令和７年度岩見沢市立教育研究所職員一覧 

 

役 職 氏  名 区 分 所     属 

委 員 長 山 本 理 人 学識経験者 北海道教育大学岩見沢校 

副委員長 石 原   学 学校教育 岩見沢市校長会 

委 員 黒 島   敏 学識経験者 北海道岩見沢緑陵高等学校 

委 員 大 塚 浩 介 社会教育 岩見沢市 PTA 連合会 

委 員 中 川 美 愛 社会教育 岩見沢市 PTA 連合会 

委 員 杉 澤 圭 子 社会教育 いわみざわ男女共同参画プラン推進市民会議 

委 員 大 和   勝 社会教育 岩見沢青年会議所 

委 員 鈴 木 佳 夫 社会教育 岩見沢市文化連盟 

委 員 中 井 一 徳 学校教育 岩見沢市教頭会 

委 員 林   大 輔 学校教育 第一小学校 

委 員 成 田 照 之 学校教育 緑中学校 

職 名 氏  名 所   属 新・再 所属部会 

所 長 砂 川 昌 之 

教育研究所 

再 道・外・情・ピ部会 

専任所員 

廣 瀬 一 仁 再 教・外・情部会 

山 本 昌 子 新 教・道・ピ会 

木 村   吏 再 （管理業務） 

所 員 
黒 坂 俊 介 第二小学校 再 道研連・情報教育部会 

坂 下 邦 子 志文小学校 再 道研連・教科等部会 

研究員 

髙 橋   周 南小学校 再 教科等部会部長 

山 﨑 慶 子 東光中学校 新 道徳科部会部長 

石 川 亜 紀 くりさわ学舎 再 外国語部会部長 

平 尾   陸 上幌向中学校 再 情報教育部会部長 

坂 本 千 恵 美園小学校 新 ピア・サポート特別部会部長 

専門員 

堂 前 勇 太 光陵中学校 新 

教科等部会 西 亦 直 明 日の出小学校 新 

伊 丹   暁 明成中学校 新 

齊 藤 久 子 東小学校 新 

道徳科部会 
茂古沼 佳 奈 岩見沢小学校 新 

村 上 捷 太 幌向小学校 新 

浦 瀧 直 人 豊中学校 新 

宮 本 将 輝 北村小学校 再 
外国語部会 

髙 嶋 裕美子 北村中学校 再 

今   雅 彦 第一小学校 新 

情報教育部会 上 原 千 鶴 北真小学校 新 

柴 田   諒 緑中学校 再 

小 野 愛 弓 中央小学校 新 

ピア・サポート特別

部会 

遠 藤   郁 第一小学校 新 

端 﨑 元 気 幌向小学校 再 

辻 浦 一 裕 光陵中学校 再 

山 下 香 織 清園中学校 新 

上 羽 愛 子 明成中学校 新 




